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はじめに
本稿では、モンゴル人の文芸が如何にして「文化資源」として活躍したのか、その過程について検
討する。具体的には、内モンゴル自治区の国立芸術歌舞団体の演芸作品を事例として取り上げる。こ
こでいう演芸作品というのは、文芸作品に由来する。歌舞団体のステージで演じる歌舞・漫才・話劇
などの演目・プログラム及びその主題を指す。そして事例を通してこうした演芸作品がどのようにし
て誰に「資源化」されたのか。「文化資源」の開放系はどこまでに至るのかについて検討する。また
その際、モンゴル人の文芸作品と中国の社会主義宣伝政策が如何なる関係であったかについても明ら
かにしたい。
内モンゴル自治区の国立芸術歌舞団体を簡略して歌舞団という。歌舞団という名前は文工団に由来
する。文工団は文学と芸術工作団体の略称である。「文工団とは、歌、ダンス、芝居など様々な手段
で宣伝活動を行う総合的な文芸団体のことをいう」（貴志 ：）。内モンゴルの文工団は 
年 月に自治区主席のウラーンフー（烏蘭夫）の指示によって成立された（烏蘭夫伝編写組 ：
）。
ウラーンフーは文工団の建設に四つの方針を提案した。「一、党の文芸路線を執行し、啓蒙工作を
普及させる。二、民族の優秀な文化と伝統を継承する。三、民族の新文化を発展させ、民族の幹部ら
を養成する。四、当団の性質は公演団体であるが、学校でもある」という（烏蘭夫伝編写組 ：
）。こうした中、内モンゴル自治区ではじめて、自治区主席であるウラーンフーの指示により歌舞
団体としての文工団が成立された。
文工団は現在、内モンゴルの民族芸術劇院と改名した。この民族芸術劇院の下に文工団（今は歌舞
団）をベースとして民族劇団、直属ウラーンムチル芸術団、モンゴル族青年合唱団、ウリゲル・モン
ゴル劇団、民楽団、曲芸団、京劇団、話劇団、二人台芸術団、交響曲団などモンゴル人と漢人の複
数の芸術歌舞団体がある。
                                                   
 物語をするモンゴル劇団の意味を指す。ウリゲルをウリゲル・ドーともいう。この場合は叙事民歌を指す。
 「江南の打花鼓に相当一丑―旦の民間歌舞劇」。内モンゴルの蒙古人も、漢語を用いてこれを演じる（松村
：）。
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 以上は内モンゴル自治区の歌舞団の概念とその背景である。本稿では、これらの歌舞団体の演芸作
品を中心に、モンゴル人の文芸と中国の宣伝政策の関係及び「資源化」されているその作品の特徴に
ついて分析していきたい。
 その前にそもそも、本稿では芸能より芸術という言葉を使ったのは何故かについて少し触れておき
たい。稲垣一穂は、芸術のジャンルを「空間芸術（VSDWLDODUW）、文学芸術OLWHUDU\DUW、劇芸術
FKRUHXWLFDUW、音楽芸術PXVLFDODUWなどの区分、範疇、ジャンルに分つことが行われている」
という（稲垣 ：－）。少し長くなるが、それぞれ何を指しているかについて見てみる。

「空間芸術の中には、彫刻、デッサン、絵画、写真のような造形芸術（SODVWLFDUW）やグラ
フ芸術（JUDSKLFDUW）が理解されるとともに、これらを結合した建築芸術があると理解されて
いる。文学芸術の中には、詩、雄弁、小説、物語（VWRU\WHOOLQJ）、説話QDUUDWLYH 浄溜璃、
講談、浪花節、落語、漫才、シナリオ、リブレットーの芸術が考える。劇芸術の中には、歌舞
伎、能狂言、新派劇、新劇、人形劇、放送劇を初めとし、舞踊、バレエ、黙劇および言葉を伴
う広義の演劇（劇的上演物 GUDPDWLFSUHVHQWDWLRQ―ページェント、レヴェー、ショー、シュプ
レッヒコール＝呼びかけ）が含まれる。」（稲垣 ：）

 芸術と比べて、芸能というのは、池田弥三郞によれば、「芸能は、芸と能を合わせて考えている語
であって、その芸は音楽舞踊、そしてその能、すなわち能は、ものまねである。―能については、宮
廷の御神楽の中に『才男ノ態』ということがあり、これは、才男の役を勤める者のわざ、すなわち、
ものまねを示している、と解されている。―こういう考えに立ってみれば、芸能とは、舞踊的方面の
ものと演劇的方面のものとを、漠然と包括したもの、として考えられていた」ということが分かる（池
田 ：）。そして本稿で使う芸術というのは、池田のいう音楽舞踊、ものまねの意味を果たす
芸能のことではなく、稲垣のいう文学芸術と劇芸術に含まれる文芸作品のことを指す。また中国では、
文芸を文学と芸術の総合語として使っているため、本稿では芸能というより、むしろ芸術という言葉
を使うようにした。以下は「文化資源」への先行研究について分析していきたい。

 文化資源へのアプローチ
近年、「文化資源」の実践と理論についての研究が盛んになっている。日本では、年に『資源
人類学』（シリーズ  巻）が編集され、文化、知識、小生産物、貨幣、自然の認知、生態、空間、身
体などが「資源」として研究された（内堀基光、山下晋司など）。本稿では、これら資源の中から「文
化資源」をめぐって議論を展開したい。
そのため、まず「文化」と「資源」の概念について言及したい。テリー・イーグルトンは、カルチ
ャー（&XOWXUH）は「文化」のほか、「教養・修養」、「育成・耕作」などの意味があるという（7・イ
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ーグルトン >@：）。柳父章は、カルチャー（&XOWXUH）とはヨーロッパの思想の言葉であ
る。とりわけドイツ語のクルトゥール（.XOWXU）が重要で、日本の知識人たちもこのドイツのクルト
ゥールから「文化」の意味を受け取っているのであるという（柳父 ：）。カルチャーとクルト
ゥールはラテン語の「耕す」という意味の &XOHUH を語源としていて人為によって自然を変えていく
ということだから、1DWXUや QDWXUHと対立するという（柳父 ：）。
古典的な定義であるが、英国の人類学者である (・タイラーは「文化」を「知識、信仰、芸術、道
徳、法、習慣、その他、社会の成員としての人間によって獲得されたあらゆる能力や習慣の複合的な
総体」（7\ORU ：）であるとする。ウィリアムズは「文化」の範囲をその歴史的な意義によっ
て独立した抽象名詞としての「知的、精神的、美的発展の一般的過程」を表す「文化」と生活様式と
しての「ある国民や時代や集団の定義」を意味する「文化」として扱った。またタイラーの定義と似
た「音楽、文学、絵画、彫刻、演劇、映画」を含むあらゆる定義の総体を近代的な文化定義論として
用いた（ウィリアムズ ：）。
中国では、一般に、「文」と「化」二字を戦国末期から使っていたが、それを合わせて連用したの
は、西漢以降であるという（牛淑萍 ；秦枫  など）。牛淑萍は、漢・唐朝代から明・清朝代
までの文化の定義は、「文学、儀礼、風俗及び上層の建築」を指し、「武功」と相対的であるとする。
その後、明・清朝代から「人の行為的直観と国家の各種制度」などがすべて文化の範疇に当てはま
ると指摘した（牛 ：）。秦枫は、「漢語系の中、『文化』の本意は『文を持って教化する』。
そしてそれが、人格、品性という教養である精神領域の範疇を示す」と述べた（秦 ：）。また
モンゴル語の辞書では文化（VR\RO）についてこのように定義している。「人類が社会実践の中で作っ
たあらゆる物質的財産及び精神的財産である。特に精神的財産を指す」という（SečinčKRJWX
）。
一方、資源についは、内堀基光は、「資源という語は、英語の UHVRXUFH（V）の訳語である。大正
期までは『富源』という訳が使われていた」。またそれが、「『富』の字を使っているところが、かな
り限定的な意味合いを与える」。「資源」と「富源」が似たような概念であるが、それが「資本とか、
財あるいは資産という言葉と、日常語においては幾分意味の重なるところも出てくる」と述べている
（内堀 ：）。そこで資源と資源ではないもの及び文化の関連について、木下直之は、「ゴミと
ゴミでないモノとの境界線は、有用性での有無で決まる」とする（木下 ：）。木下はゴミへの
                                                   
 元の中国語は、西晋束晳『补亡诗』载，「文化内辑、武功外悠」と書いている。（西晋国の束晳が『補亡詩』の
中、「文化は内的もので、武功は外的ものである」と記した）。（牛 ：）
 对文化的这一规定性一直从汉唐延续到明清，明末清初顾炎武《日知录》载，“自身而至于国家天下，制之为度
数，发之为音容，莫非文也”，指出人的行为表现和国家的各种制度，都属于文化的范畴，这在对文化的理解和把握
上已达到了中国古代相当高的水平。（牛 ：）
 在汉语系统中、「文化」的本意是「以文教化」。它表示对人的性情的陶冶，品德的教养，本属精神领域之范围。
（秦 ：）
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価値判断により再利用の可能性を図り、それが生活様式として定着されること自体が「文化」になる
と考える。木下の「ゴミとゴミでないモノ」を資源と資源でないものとして置き換えた場合も、まさ
しく有用性の有無である境界線が用いられるのである。そして、木下のこの議論からまずゴミ（廃物）
と資源の区別は、有無用の性質を持っているかであることが分かる。その次に、ゴミへの価値判断に
より再利用（リサイクル）を行った場合は、それが資源になることが分かる。さらに、こうした行動
が生活様式として定着すれば、一つの「文化」になるとする。木下と同じように、湖中真哉は、東ア
フリカ・ケニアの牧畜民サンプルの人々が行っている廃物利用の事例を取り上げて説明している（湖
中 ）。サンプルの人々の日常生活で使われるタイヤ・サンダル、ロープ、修繕技術の発達、縫
い針、槍などがすべて廃物として捨てられたものを再利用する過程によって実現されているという。
湖中は、サンプルの人々のこうした廃物の再利用を改めて「文化」と「資源」に関連して説明してい
る。

「そもそも、何が廃物であり、何が資源なのかを定義づけているのは、それぞれの地域の生
態系と深く絡み合った文化の作用によるものなのである。サンプルの人々が、われわれから見
ると、廃物に過ぎないものを資源として活用しているように、ある地域の文化から見た場合に
は廃物に過ぎないものが、別の地域の文化から見た場合には、資源として活用され得る。」（湖
中 ：）

以上は、生活様式としての「文化」と「資源」の関連について述べたが、以下は「文化」が「資源」
になるほかの議論について検討したい。森山工は、「資源」を「何らかの主体によって何らかの有途
のために動員され、利用される有形・無形のものと考えるならば、人間の営みの多くは（また人間以
外の主体の営みであっても）、何かしらの意味で『資源』に依拠した営みであるということができる」
（森山 ：）とあり、「動員されること」に注目している。森山は、大地は生体の何らかをす
るための「資源」であると比喩する。また、道ばたに落ちていている石であっても、それが人間によ
って動員され、利用される限り、「資源」になるという。つまり、石が「自然」の物体であっても、
それを活用するという人間の営みを「文化」のものとして位置づけを与えられると考える。森山は、
さらに「『文化資源』という用語は、『文化』を動員・利用するという局面のみならず、『文化』へと
動員・利用するという局面をも指示しうる」とする（森山 ：）。
だが、佐藤健二は、国家総動員（国家総力戦）のもとでの「資源調査」を説明しながら、「はたし
て『資源』へのまなざしは、国民国家への『動員』と切り離せないものなのかどうか」と「資源」へ
の「動員との結びつきを問い直す」と論じた（佐藤 ：）。佐藤は、「資源」は「国家という装
置のような主体による、動員のコンテクストにおいてであった」と分析した（佐藤 ：）。「資
源」への支配的な体制としての「国家による『上から』の総動員」、あるいは「『下から』の視座」と
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いう「既存の支配的な体制への『動員』という歴史的なコンテクストを、脱しえないものなのだろう
か」（佐藤 ：）と「資源」への動員については、一見たところ森山の議論と異なっている
ようである。佐藤は国家の「資源」への動員から脱動員へと試みているが、あくまでも「動員」とい
うほうでは、森山の「文化」への「動員」、「資源」への「動員」と共通点を持っていると思う。
「文化」が「資源」になる社会的構図については、山下晋司はミクロな場所としての「日常的実践」
や「国家」、「市場」とのかかわりを検討した。山下は、「日常実践における文化の資源化は、人が生
存環境と折り合いをつけながら生きるために行われる基層的なものである」と「このレベルの文化は、
ちょうど空気のように、無反省的に生活化している」と分析した。さらに、「国家とのかかわりで、
歴史が編纂され、資源化されることは古くから行われていた」と言い、市場における文化の資源化に
ついては、「今日では、文化もまた商品として市場のなかで売買されるようになっている」とした（山
下 ：－）。
文化資源への指向性について、ジンマーマン（=LPPHUPDQQ；）の主観性と動態性が強調
される（堂下 ；山下 など）。また、ブルデュー（%RXUGLHX）の「文化資本」論も「文
化資源」論と多いに比較されている。森山が、「文化資本」の構造志向に対して「文化資源」は行為
志向的なものであるという（森山 ：）。佐藤は、「現状の再生産を支える構造的基盤としての
資本のもつ、ひどく短い時間意識のなかでの変革」を「長い時間意識のもとでの変革として」の「資
源」と比較し、資源と資本を時間意識的に区別するのも一つの特徴であるとする（佐藤 ：）。
また、「資本」のもつ「私有の権力性」に対して、「資源」が「共有や共用の事実や可能性に光をあて
る」ということで「公共性」が強調されている（佐藤 ：）。こうした「公共性」について
渡辺日日は、ブリヤート共和国のブリヤート語教育の問題を事例として取りあげた（渡辺 ）。
渡辺は、ブリヤート人のロシア語と並んでブリヤート語教育を導入したことを「資源の開放系として
の公共的知識の次元」と比喩した。渡辺はさらに、「学校教育での全生徒に対するブリヤート語教育
は、その具体的な過程がどうであれ、共和国の一世代全員がアクセスできる、ブリヤート語という知
識の資源を提供している」と「共和国の一世代全員がアクセスできる」ことを「資源」の「公共性」
と絡んで論じた（渡辺 ：）。
上述したように日本では、「文化資本」というより、むしろ「文化資源」のほうに注目を集めてい
る。しかし、近年中国では、特にこの文化資源の商業化、産業化について「文化資源から文化資本へ、
また文化資本から文化産業化へ」とか、あるいは「文化資源が文化資本の基礎」というかたちで研究
されている（呂慶華 ；牛淑萍 ；秦枫 ；姚偉鈞 など）。さらに、中国では「文
化資源」への産業化との連想により、「文化資源」を歴史文化資源、観光文化資源のように修飾語を
                                                   
 「資源は外的に所与されたものではなく、人類が主観的に生成しているのだ」堂下恵 ：。「ある社
会的コンテクストにおいて文化が『資源になる』（UHVRXUFHVEHFRPH）という動態的な定義を導入することが必要
である」山下晋司 ：。
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加えて使っていることが多い。中国の「文化資源」としての研究では岩田礼・上田望（）及び塚
田誠之・武内房司（；；）らの研究が著しい。岩田は中国（漢語）方言の保存と活用を
注目し、上田は中国の伝統芸能を取り上げ、芸能研究の方法について論じている。塚田・武内らは中
国の南部地域を事例として民族の記憶、人々の経験が「文化」、「モノ」として政府、知識人、企業、
一般民といった様々な主体によって操作されて、「資源化」されている実践を分析した。さらに、「民
族文化資源」という概念を用いる。しかし、以上の研究においては、中国の北部や内モンゴルの「文
化資源」については全く取り上げていない。最近、内モンゴルの「文化資源」において斯日古楞
（6LULJXOHQJ ）は、日本語で「モンツァン」（モンゴル料理）について書いたが、ほかの分野
ではあまり研究されていない。
こうした「文化資源」への先行研究の成果を踏まえながら、内モンゴル地域での芸術家たちの演芸
作品の資源化されている実践を明らかにしたい。また、内モンゴル自治区ではモンゴル人が、中国の
中での五六民族の一民族として扱われているため、その芸術家たちの作品が国家や民族、観客者の多
様性という複雑な関係の中でどのように運営されているのかについても注目したい。そこで、森山工
は植民地マダガスカル地域の古メリナ女王の移葬を通して「①誰が、②誰の『文化』を、③誰の『文
化』として（或いは誰の『文化』へと）、④誰を目がけて『資源化』するのかという、『誰』をめぐる
四種の問いの機制なのである」（森山 ：）とマダガスカル地域の人々の植民地行政府に動員
された「文化」の「資源化」について「誰の問い」という問題で議論を展開した。そして、内モンゴ
ルの芸術家たちの演芸作品の資源化について分析した場合も森山のこの「誰の問い」の機制の議論が
深く関わる。

 内モンゴルの芸術歌舞団体の沿革
はじめに述べたように内モンゴルの芸術歌舞団体を一言で歌舞団と言っているが、その前身は文工
団を指し、現在は民族芸術劇院のことである。この民族芸術劇院の下には、モンゴル人・漢人を含む
様々な芸術歌舞団体が存在し、その芸術歌舞団体の略称、或いは総称として歌舞団と呼ぶのが普通で
ある。本章ではこうした歌舞団体のステージで演じている作品がどのようなものであったか。それが
如何に作られているかについて明らかにしたい。その前に文工団の由来についても少し触れておきた
い。
松浦恆雄（）によれば、中国では、大平天国の軍隊に王鴻寿らを代表する人たちが、劇団を持
ち京劇を改革し、新しい社会編成の理念を訴えていたという。また、国民党の持つ黄埔陸軍軍官学校
にも、学生の劇団と娯楽の提供を目的とする白話劇団や政治宣伝という目標で話劇を上演する血花劇
団が存在していた。それが、後に宣伝隊として軍官学校や北伐軍の政治部に設けられた。さらに、共
産党軍の文工団の場合は、「その名の通り革命宣伝の手段として文芸を用いるわけだが、とりわけ農
民大衆への宣伝効果の著しかった芝居が、彼らによって盛んに上演されたことはよく知られている」
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と松浦は分析している（松浦 ：）。
中国では、文工団というのは、このように文芸形式を持ち、政治宣伝、文化教育、文化娯楽を通し
て民衆に政治工作を行っていたのは普通であった。中国成立以前に、文工団の団員は、必ず党員であ
った。現在は、党員でなくでも団員・隊員として演芸活動を行うことができる。松浦は、共産党軍に
文工団設けられたのは、最も早ければ 年 月という（松浦 ：）。文工団は最初宣伝隊と
して名付けていた。

「宣伝隊は、赤い布に宣伝隊と記した旗を持ち、ビラ貼りや大衆大会の開催などのほか、街
頭宣伝の際には、人目を引くため、銅鑼をたたいたり山歌を歌ったり、化粧宣伝を行ったりし
た。」（松浦 ：）

文工団は、最初は宣伝隊というかたちで、後に工農紅軍学校政治部（）の指導のもとに専門劇
団の工農劇社として発展した。また、工農劇社から人民抗日劇社、さらに日中戦争が始まると抗戦劇
団など当時の政治情勢に合わせて変名していた。そして、 年に魯迅の名で毛沢東らの革命聖地
と言われる延安に魯迅芸術学院として設立された。この魯迅芸術学院が最初は延安で設立されていた
が、その後は、中国の各地域で何々の魯迅芸術学院として発展した。例えば、瀋陽の魯迅芸術学院と
いうように名付けていた。内モンゴル自治区では、赤峰魯迅芸術文学院（ 年）が有名である。
さらに  年、魯迅芸術学院の第一期の卒業生をもとに、魯迅実験劇団が組織された。そして、そ
の後に、年の毛沢東の『文芸講話』のもとに文工団の役割が徹底された。毛沢東の『文芸講話』
 周年記念のために作られた『戦地新歌』に毛沢東が「われわれの文学・芸術が、すべて人民大衆
のためである。それがまず工農民のために作られ、そして工農民によって利用される」という記事
があった（国務院文化組革命歌曲編集組 ［］）。文工団は、まさしく共産党の指導者らの工
農民への宣伝・動員の一翼を担っていた。
こうした一連の発展により  年、内モンゴルではウラーンフーを代表する延安派のもとにモン
ゴル人にはじめての文工団が創立された。ウラーンフー伝によれば  年  月に、内モンゴル自
治運動連合会が張家口で成立した際に、芸術家の周戈という人物がウラーンフーと会ったという。周
戈はウラーンフーとともに、中国革命の根拠地であった延安で教育を受けた経験がある。ウラーンフ
ーはその時からすでに彼の才能を知っていた。ウラーンフーは彼に、革命の宣伝や啓蒙工作を広める
目的から文工団を建設することを提案し、また文工団の成立に備え一つの舞台劇を創ることを義務づ
けた。そして、周戈は内モンゴルの革命を主題にした『血案』という歌舞劇をつくったのである。そ
                                                   
 労働者と農民を指す。 
 《烏蘭夫傳》編寫組 年《烏蘭夫傳》中央文獻出版社 SS－ 
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こには、「被害を受けた同胞たちのために復仇しろ！」「共産党は私たちの恩人である！」「共産党に
ついていくことに決断しろ！」というように書かれており、見た人たちはみんな感動したという。こ
の『血案』はモンゴル人と漢人の団結を提唱し、中国共産党の指導の下で民族解放の道を辿ろうとい
う内容である。ウラーンフーはこの『血案』に非常に満足したという。
内モンゴル文工団にこの『血案』のもとにモンゴル人の創作である「額爾登格」、「ガーダー・メー
リン」、また漢人の有名な舞踏家である呉暁邦によって作られた「内モンゴルの三歩曲」（蒙古之路）
などが非常に有名であったという。そして内モンゴルで文工団のこうした革命主題によって作られた
歌、踊り、話劇、映画などがたちまちに発展した。 年、ウラーンフーと当時内モンゴル文工団
の副団長であった息子のブヘとの指導のもとで『内モンゴル人民の勝利』（内蒙古人民的勝利）とい
う映画が作られた。映画は、中国国民党に抑圧されていたモンゴルの人民が中国共産党の指導下で解
放運動を起し、勝ち取ったことを描写した。以上の映画のように文芸を通してモンゴル人・漢人の団
結を提唱し、中国共産党との協力とその指導が正かったことを工農民や、大衆・民衆へ宣伝・動員す
るのが文工団の役割であった。文芸を通して社会主義国家の魅力を国際的にアピールするのも文工団
の仕事であった。そして、内モンゴルの文工団は中国の社会主義宣伝政策の下で今まで発展してきた。
さらに、こうした中でモンゴル人が中国の社会主義的イデオロギーの変化に深く影響されたのである。
次の第三章では文工団のこれらの演芸作品の中から革命主題歌曲の沿革について分析していきたい。

 英雄歌から革命歌への変遷
実は、内モンゴルのモンゴル人の社会主義的イデオロギーの変化が中国の社会主義宣伝政策を受け
る前、モンゴル人民共和国の影響を受けていた。従って、「ボグド・ハーン政権は 年にソ連の影
響下にあるモンゴル人民共和国に変身する。世界で二番目の社会主義国家である」からである（楊
：）。だが、モンゴル人民共和国に影響される前の内モンゴルには以下のような歌謡があった。
清朝崩壊前後に、内モンゴルには「トクトホ」（陶格陶呼）や、「ビンート王の歌」（兵吐王之歌）、
「バラジニーマ・ザーナー」（巴垃吉尼玛・扎那）、「ガーダー・メーリン」（嘎達梅林）などの歌があ
った。いずれの歌も漢人支配に反対する内容を主題にした歌謡である。以下はまず民衆によって歌わ
れ続けて今日に至ったトクトホ・タイジという人物を讃えた歌を見てみる。先行研究では、彼につい
て次のように述べている。

「漢人による牧地の収奪が特に激しかった、内モンゴル、ジェリム（哲里木）盟ゴルロス旗
の出身であるかれは、年より、年頃まで、延べ 回に渡り、漢人植民者や商人を襲っ
て大いに怖れられた。漢人に土地を売ろうとする者や、その土地に測量を行なおうとする者が
あれば、たちまちにトクトホ・タイジの攻撃目標となった。漢人の商店を襲っては商品を奪っ
てモンゴル人に分ち与え、借金の証文を引きずり出し、火をつけて焼いた。犬のえさを強欲店
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主に食べさせて日ごろの溜飲を下げた。わずか数十名からなるかれの徒党は、数千から成る張
作霖から追いまわされた。」（田中 ：）

このようにトクトホ・タイジはモンゴル民衆のため、後から来た漢人の植民者と戦い、モンゴル人
に尊敬された。モンゴル人はトクトホに尊敬を表すため、彼の経歴を詩歌にした。例えば、「勇敢な
英雄トクトホ」には「安らかにして暮そうにもアンワンシャンの兵隊どもが追い立てるおそれと苦
しみは重なりあい兄弟十人連れだって出陣したっけ…五丈の広さなる我が家は曠野の中に残され
た五とせばかりの我が幼な児は暴虐のまっただ中に残された秋美しい日となって故郷緑者身内
のもとに戻ろうにも人殺し張作霖の兵隊どもが道を塞いで行かせぬにせんかたなし」と書かれて
いる（田中 ：）。
烏蘭杰（）は清朝崩壊後のモンゴルの反社会体制的な歌謡を「反帝国・反封建の民謡」と例え
ている。彼によれば、モンゴルの「反帝国・反封建の民謡」は以下のような特徴があるという。以下
は『蒙古族音楽史』の中国語の筆者訳である。

「辛亥革命以来の封建王朝の残酷な圧迫と外国帝国主義者の侵略により、軍閥の混戦が続け、
内モンゴルの社会が清朝末期のような暗闇に陥った。そして、当時のモンゴル民謡の主題は、
モンゴル族の生活の混乱や重大な社会問題を反映していた。モンゴル族は封建社会の統治者を
訴えるために北洋軍閥を大胆に明示していた一方、帝国主義者の内モンゴルへの侵略や、祖国
を分裂するという陰謀を抵抗したり、批判したりしていた。総じて、これら歌謡の特徴は、一
つは、思想内容的には愛国主義を提唱している。もう一つは、創造方法的には現実主義を提唱
しており、モンゴル人民の真実の生活を反映している。」（烏 ：，）

上述したように中国は辛亥革命を経て、袁世凱時代になった。しかし、袁世凱は清朝の内モンゴ
ルに取っていた「移民実辺」政策を改善できなかった。こうした中、モンゴル地域における漢人の
開墾や土地への略奪問題がさらに続けられた。そして、当時のモンゴル人の歌謡には以上の内容を反
映した作品が数多く作られた。例えば、歌謡の「ビンート王の歌」はこうした社会現状を反映した典
型的な事例としての歌謡である。「ビンート王の歌」の歌詞には「清朝という王朝が崩壊してから
畜生の袁世凱が父親の国を奪った⋯衛門府で英雄・君王の名称を与えた王が横暴な盗賊の袁世凱と
戦った幼い頃の故郷であるビンート旗が騒ぎになろう」（烏達編 ：）という内容が書かれ
ている。また「バラジニーマ・ザーナー」というのは二人の兄弟の名前で作られた歌である。彼らは
地方政府の官僚らと戦って若い命を犠牲したことで地元の人々に詩歌化された。
                                                   
 漢人農民を移住させ、開墾税・土地税を納めるという財政と大量の人口による国境防衛を維持するという政策。
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「ガーダー・メーリン、本名ナダメドは十九世紀末内モンゴルのジェリム盟に生まれた実在の人物
である。ガーダーとは末っ子の愛称、メーリン（梅林）とは旗の役人の意である。ガーダー・メーリ
ンはダルハン・ホショーの軍務メーリンの地位にありながら、当時の旗王が張作霖と共謀して、旗の
土地を開墾することとしたことに反対、権力と戦う事になる」（原山 ：）。旗王に実状を訴
えたガーダーは捕えられた。ガーダーが捕えられたとことで旗王は民衆から恨みを買った。民衆はガ
ーダーの妻とともに彼を救出し、旗王と戦うようになった。そして反乱の中、年にガーダー・
メーリンは殺されるが、民衆の記憶にはガーダー・メーリンの名と精神が残った。モンゴル人はガー
ダーを尊敬する詩歌を作り、口承歌謡として今日に至っている。「ガーダー・メーリンの志を讃える
人々は、彼の事績を物語にし、長くその壮絶な生涯を歌い、かつ語ってのちの世に伝えようとしたの
である」（原山 ：）。こうして作られた歌謡をモンゴル人は英雄歌、或いは民謡ともいう。
包海青は「英雄史詩という文化の伝統があるモンゴル人は蜂起の事情をテーマにして、叙事詩歌を作
り、たくさんの英雄を生き生きとして讃えてきたのである」という（包 ：）。
トクトホ・タイジやビンート王、バラジニーマ・ザーナー、ガーダー・メーリンらの経歴はモンゴ
ル人に詩歌化されて今日に至った。こうした詩歌と民謡は清朝崩壊前後によくつくられていた。これ
らの詩歌と民謡の内容は故郷を防衛し、土地を守り、後から来た植民者への反対を主旨とするが、国
家を樹立し、自治権、自決権を実現したいと訴えてはいない。なぜなら、清朝の満洲人皇帝とモンゴ
ル人首領らの関係は良好で、それなりの権力を持っていたからであろう。新藤篤史は「ホルチン部と
は、現在の黒龍江省と吉林省を貫く嫩江流域に遊牧していたモンゴル部族で、チンギス・ハーンの次
弟ジョチ・ハサルの末裔が率いていた。清朝とは重層的な婚姻関係を結び、最も忠実な盟友として清
朝最初期を支えたといわれている」と述べた（新藤 ：）。
先行研究を見れば、ガーダー・メーリンの歌を除いて  年代までの内モンゴルには英雄歌が多
いが、革命歌は少ない。即ち内モンゴルはそれほど、社会主義に影響されていない。しかし、「
年の外モンゴル革命は、モンゴル民族を覚醒させる重要な契機になり、まさに『内モンゴルに警鐘を
鳴らした』」（フスレ ：）。年にモンゴル人民共和国が成立されたことをきっかけに、内
モンゴルでは内モンゴル人民革命党が組織され、翌 年の 月に正式に成立した。その後、内モ
ンゴル人民革命党は「党の機関誌『内モンゴル人民旬刊』および『内モンゴル画報』なども発行し、
モンゴルの大衆に向けて宣伝活動を行った」（フスレ ：）。この時から内モンゴルの民衆は社
会主義に影響されるようになる。社会主義に影響された内モンゴルの民衆は、まずは中国の社会主義
の影響ではなく、モンゴル人民共和国に影響されたのである。言い換えれば、内モンゴル自治区での
中国の社会主義宣伝は当時のモンゴル人民共和国の影響より遅いのである。
しかし、現在の内モンゴルでは、モンゴル人民共和国の社会主義的イデオロギーが先行したにもか
                                                   
 烏蘭杰 年『蒙古族音楽史』内蒙古人民出版社 S
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かわらず、モンゴル人民共和国によって作られた革命歌はほとんど見られない。全て中国の社会主義
イデオロギーの下で作られた革命歌しか歌われていない。フスレは「現代内モンゴル革命の文学研究
においては、 年代に作られた『内モンゴルを振興させる歌』、『内モンゴル人民の歌』などの歌
詞にある程度触れられているが、自治国家の樹立や全内モンゴル人に主権を与えようというような内
容はほとんど無視された。言い換えれば、都合の良いところだけを紹介するに過ぎなかった」と述べ
ている（フスレ ：）。実は、年代の内モンゴルのモンゴル人には「内モンゴルを振興さ
せる歌」、「内モンゴル人民の歌」、「内モンゴルの赤い旗」、「シネラマの軍隊の歌」などの革命歌があ
った。これらの革命歌はすべてモンゴル人民共和国の「赤い旗」や、「モンゴル・インターナショナ
ル」のような国歌と軍歌の影響を受けて作られたものである。
「内モンゴルを振興させる歌」の歌詞には、「赤い旗を掲げ故郷を防衛しモンゴルの各族を率い
て前進させ、栄えさせよう…人民の願望に基づいて自治国家を樹立せよ正義を実行し幸福平和
な生活をともに享受しよう」と書かれている（フスレ ：）。これら歌謡の歌詞は先の「ガ
ーダー・メーリン」や「トクトホ・タイジ」などの英雄歌と違って「自治国家」を樹立する事を主旨
とする。「全内モンゴルの歌」にも「…人民共和の赤い旗で地球を覆おう内モンゴルの全てのホシ
ョー（旗）に主権を与える人民党」と書かれている（フスレ ：）。さらに「シネラマの軍隊
の歌」には「赤い旗を掲げ国と人民を守り反逆者たちを打倒しょう…」と表現されている（フス
レ ：）。赤い旗、自由、幸福、主権、繁栄、人民共和、党、反逆者、打倒という表現を見れ
ば社会主義のイデオロギーが宣揚されていることが分かる。これらの歌は内モンゴル人や、内モンゴ
ル人民革命党によって作られているが、いずれもモンゴル人民共和国の社会主義宣伝に影響されてい
た。フスレは「モンゴル人民共和国の『モンゴル・インターナショナル』の曲に合わせて作詞された
『全内モンゴルの歌』は、当時の内モンゴルの『国歌』に相当していたといえよう。これに対して、
モンゴル人民軍の歌『赤い旗』のメロディーに合わせて作られた『内モンゴルを振興させる歌』は、
内モンゴル人民革命党が指導する内モンゴル人民軍の歌である」と分析している（フスレ ：）。

 モンゴル革命歌から中国革命歌への変遷
上述したように内モンゴルの革命歌はモンゴル人民共和国の革命に影響され何十年も歌いつがれ
てきた。しかし、この中で 年に作られた内モンゴル人民革命党とその指導下で（年に）作
られた内モンゴル人民革命青年同盟（青年団）は  年代に入ると中国国民党、共産党および日・
ソ間の各種条約によって左右されるようになる。また党内部、青年同盟内部の対立が激化し、地下に
潜るようになる。その結果、同党の「自治国家」を樹立する活動や「民族自決」の動きが全くできな
くなり、モンゴル人民共和国の同胞たちとの関係も冷え込んでゆく。内モンゴルとモンゴル人民共和
国の関係は一時的に断絶されることになる。内モンゴル西部ではモンゴル人の高度な自治権獲得を目
指していた徳王（デムチュクドンロブ）の蒙疆政権も第  次世界大戦後に崩壊した。その後、
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年代中旬からそうした情勢が少しつつ復活した。「年 月、ソ連・モンゴル人民共和国連合軍の
内モンゴル、中国東北への進出をきっかけに、東モンゴル、フルンボイルと旧蒙疆政府などにおいて、
内外モンゴルの統一を目指す民族運動が盛んに繰り広げられた」という（フスレ ：）。

「年 月 、ハーフンガー、ボヤンマダフらの満洲国の旧官史は、内モンゴル人民解放
委員会を組織し、ボヤンマンダフを委員長とした。 日に、内モンゴル革命党を復活し、同党
東モンゴル中央委員会の名義で『内モンゴル人民解放宣言』を発表し、『内モンゴル人民革命党
の指導の下、ソ連とモンゴル人民共和国の指導を受けて、内モンゴルをモンゴル人民共和国に
加入させる』と述べ、モンゴル人民共和国に加入する願望を強く表明した。」（フスレ ：）

上述したように  年から、地下に潜っていた革命党や、青年同盟が復活する事ができ、モンゴ
ル人民共和国へ合併を求めるイデオロギーが浮上する。こうした状況下ではモンゴル人民共和国のト
ップリーダーを讃えた作品が盛んになる。有名なところでは「親愛なる英雄」、「我々の太陽チョイバ
ルサン」、「モンゴル人民革命党」、「スへバートル」などモンゴル人のトップリーダーを賛美した
作品がある。これらの作品は内モンゴル人にも同様に人気を博した。「スへバートル神話」と「チュ
イバルサン崇拝」を賛美しているこれらの歌を、フスレは「モンゴル人民共和国と合併を切実に願っ
ている内モンゴル人にとっては、やはり求心力となり、モンゴル人のアイデンティティを反映してい
たことは間違いない」と述べている（フスレ ：）。当時、内モンゴル人民革命青年同盟によ
り作られた「内モンゴル人民革命青年同盟歌」という歌がある。 年代の内モンゴルの革命歌とし
て非常に代表的な歌である。以下はその歌詞を通して、モンゴル人の当時の歩みを見てみる。

内蒙古人民革命青年团团歌（中国語版）内モンゴル人民革命青年同盟の歌
（按《我們前面的路》歌曲唱之）   
一直被圧迫統治的           奴隷のように酷使され圧迫されてきた
一直被咀嚼吮的            止まらず搾取されてきた 
水藻一般的社会上           腹黒い封建社会で
顛沛流離的民衆們           ちりぢりになった人々
青年たちよ，目覚め
                                                   
 モンゴル人民共和国の首相。 
 「モンゴル人民革命党と国家のもといを築き、帝国主義と封建制に抗して、一九二一年の人民革命を指導した
モンゴル人民の真の息子、偉大な総司令官デムディニー・スヘバートル」。（チョイバルサン他著 田中克彦編
訳 年『モンゴル革命史－付・スヘバートルの生涯』未来社ｐ）
 楊海英 年『モンゴル人ジェノサイドに関する基礎資料（）―内モンゴル人民革命党粛清事件』風響社
ｐ
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全体青年們聯合起来          団結してともに立ち上がり
在青年們集合的紅旗下         青年を結集させる赤い旗の下で
来改造這個社会吧           この社会を変革しよう！
拿出堅石般的意誌           岩のごとき志をもち
在強固的団組織裏           堅固な同盟で努力し
有何舍不得這身軀           命を惜しまず
在敵人陣地前奔馳吧          勇敢に戦い
来共同努力奮闘            幸せをわかちあうために努め
為了共同的享受            幸せをわかちあうために努め
把這全体的新社会           この新世界を
由我們青年建設起来          ともに建設しよう若き勇者たちよ！

この歌は元々モンゴル語で作られている。先行研究はモンゴル語版を訳したが、ここでは中国語の
歌詞を取り上げる事にした。なぜなら、中国語版とモンゴル語版がお互いにどのような相違点がある
のかも研究する価値があると考えたからである。先行研究でも「多少異なる点がある」というが、
中国語版を取り上げていないのは確かである。全体的に見れば、ほとんど変わらないが、部分的に少
しい異なっている。参考のため、モンゴル語版を付録資料に加える。この歌詞のモンゴル語の五、六
行目を中国語版では第五行目にまとめて訳している。そして意味も少し変わっている。具体的にはモ
ンゴル語の「青年たちよ、目覚め」の「目覚め」を中国語で略している。直接に「青年たちよ，団結
してともに立ち上がり（全体青年們聯合起来）」と訳したのである。
 この歌詞から読み取れるのは、当時の内モンゴルが隣国の各種条約によって圧迫され、搾取され、
その内実が封建社会と何ら変わっていない状態であったことが分かる。そこで、青年同盟は青年に団
結して立ち上がり、社会を変革しようと呼び掛けていたことが分かる。この状況は当時、全モンゴル
人の悩みであった。この悩みを内モンゴル人民革命党の下で組織された青年同盟は詩歌し、社会主義
の赤い旗を掲げ奮闘しようと宣伝していたのである。同党と同同盟の宣伝によりモンゴル人民共和国
の社会主義イデオロギーが内モンゴルを赤く染め上げたのである。同時に内モンゴル人はモンゴル
人民共和国との合併を望んでいた。復活した党とその同盟組織は 年 月 日の内モンゴル自治
区成立するまで継続した。しかし、内モンゴル自治区が成立した後、彼らの党と同盟は中国共産党の
指示に従わざるをえなくなる。彼らの非運は  年に列強によって結ばれた「ヤルタ協定」と「中・
                                                   
 ボルジギン・フスレ 年「内モンゴルにおける革命歌の形成―内モンゴル人民革命党と内モンゴル人民革
命青年同盟の歌を中心に―」『学苑』（）SS－ 

 ボルジギン・フスレ 前掲論文 S
 赤い色は社会主義国家では国旗をはじめとする象徴的な色であるため、赤い色に染められたと比喩した。 
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ソ友好条約」に由来する。「内モンゴルのモンゴル人たちがモンゴル高原に住む同胞たちと統合する
チャンスは、大国同士で勝手に交わされた『ヤルタ協定』によって剝奪された。中国に組み込まれた
内モンゴルは中国人の植民地となった」（楊 ：）。かくして、中国の体制（社会主義システム）
に組み込まれたモンゴル人は中国の紅歌を歌うようになった。
だが、年に内モンゴル自治区が成立してから 年までの 年間にはモンゴル人が自分の
軍隊を用いていたことで、「内モンゴル人民の自衛軍進行曲」（内蒙古人民自卫军进行曲）を歌ってい
た。図 は内モンゴル自治区の成立 周年に作られた歌曲選集のカバーと目次である。目次の第一
番目が「モンゴル・漢人民の団結歌」（蒙汉人民团结歌）であって、その二番目が「内モンゴル人民
の自衛軍進行曲」である。その歌詞には「われわれは封建王公の騎兵ではない官僚地主の家守りの
兵士でもないわれわれは自由民主の革命戦士である光栄な内モンゴル人民の自衛軍である」と書
かれている。また三句あるが、内容はほとんど同じように読み取れる。当時の内モンゴルの「呼三司」
ニュースによれば、「雲澤進行曲」、「内モンゴル騎兵進行曲」など内モンゴルのトップリーダーの
ウラーンフーや革命戦士を讃えた歌曲もあった。しかし、そうした作品が 年代末の反右派闘争以
降になるとダフーされた。替えて、中国の紅歌を歌うようになった。

図  歌曲選集のカバー・目次 出典：内蒙古自治区成立十周年記念文芸作品選集編輯委員会編 

                                                   
内蒙古自治区成立十周年記念文芸作品選集編輯委員会編 年『内蒙古自治区歌曲選集』内蒙古人民出版社 S 
 楊海英（編） 年 『モンゴル人ジェノサイドに関する基礎資料（）―民族自決と民族の問題―』
風響社 S；「呼三司」ニュース 年 月 日「把文艺界文化大革命进行到底打倒活阎王布赫」
 当時、内モンゴル自治区の主席であるウラーンフーの名前を中国語で雲澤という。
 反右派闘争は、中国共産党が毛沢東の主導の下、年から 年前半に展開された「ブルジョア右派」に反
対する闘争である。ソ連のスターリン批判と毛沢東の「百花斉放、百家争鳴」政策に影響され、年後半、民主
諸党派の指導者及び知識人・学生たちが、中国共産党の急激な農業集団化政策と中共の独裁化に反対する意見を
出した。毛はブルジョア右派分子が共産党の指導を奪おうとするものだとしてこれを徹底的に弾圧、万人が右
派と断定された（焦 ＝：－）
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 演芸作品の主題としての紅歌
 年代まで、内モンゴルのモンゴル人の社会主義的な変化は中国の影響を受ける前にモンゴル
人民共和国だけでなく、日本のつくった満洲国にも影響されていた。これについて別稿で分析したい。
以下は文工団の演目の主題としての紅歌について分析したい。紅歌は文工団の演芸作品の中で主題作
品として必ず披露される演目である。文工団の演目の主題は共産党と政府の政策を讃えることである
が、地域によって異なった風俗、慣習などを演目の副主題として取り上げる事が多い。なぜなれば、
地域の特色を表すために地域の文化・伝統・歴史・風俗などを宣伝する必要があると考える。
中国では革命歌と軍歌、労働歌などを紅歌という。今は広場歌ともいう。『広辞苑』（第六版）によ
れば、革命歌というのは「革命運動を鼓舞するために歌われる歌である。ラ・マルセイエーズ、イン
ターナショナルの類である」。革命歌は革命を起こすための政治プロパガンダとして政府のスロー
ガンをアピールする歌で反抑圧、反体制、反戦から生まれたものである。革命歌は応々にして労働歌
や、軍歌とも言われるが、少し異なる。労働歌は「労働に伴って歌われる歌で田植歌、馬子唄の類で
ある。労働運動や革命運動の中で広く歌われる歌である」（同上辞書）。労働歌に対して軍歌は「軍隊
で、兵の土気を高揚させるための歌である。また俗に、軍隊生活を歌った歌謡曲である」（同上辞書）。
こうした歌謡・歌曲を中国では紅歌という。紅歌は、社会主義国家ではプロレタリアとプロレタリア
リーダーを太陽や赤旗と比喩し、革命の意義を強調することが多い。紅歌は中国成立以前には革命戦
士とそのリーダーたちを歌っていたが、成立以降には国のトップ、エリート、共産党らを讃えるよう
になった。
中国で有名な大型音楽舞踏史詩に『東方紅』という映画がある。この映画は 年 月の国慶節
に上映された。鐙屋一はこの映画の構成について「 年  月、中華人民共和国建国  周年を記
念し、国慶節期間に大型音楽舞踏史詩『東方紅』が上演された。中国共産党の歴史を つの場面に分
け、歌曲、楽曲、舞踏、歌舞を組み合わせた、人以上が出演する大規模な作品であった。毛沢
東、劉少奇、朱徳、周恩来、林彪、陳毅など党中央の指導者がこぞって観劇に赴いた。この舞台芸術
『東方紅』は翌年に映画化され、年 月の国慶節で上映され、大いに人気を博した」と述べて
いる（鐙屋 ：）。
この『東方紅』中には「東方紅」という歌を含む中国の国歌「義勇軍行進曲」、軍歌の「抗日軍政
大学校歌」、「団結は力である」（団結就是力量）、「中国人民解放軍進行曲」、革命賛歌の「共産党がな
ければ新しい中国もない」（没有共産党就没有新中国）、「賛歌」、「毛主席の万寿無疆を祈る」（毛主席、
祝您万寿無彊）、「インターナショナル」（国際歌）などが収録され、全編 時間 分の長大な作品
となっている。「東方紅」はまさに中国の紅歌創作の原動力とみなされ、発展の礎になっている。以
                                                   
 新村出（編）年『広辞苑』（第六版）岩波書店、「革命歌」の項目、「労働歌」の項目、「軍歌」の項目。
 鐙屋一 年「映画『東方紅』における歴史と政治―周恩来と『文革』以前の毛沢東崇拝─」『目白大学人文
学研究』第 号 S
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下、「東方紅」の歌詞に含まれた意義を見てみる。

東方紅（中国語版）          東方紅 
陕西民謡    作詞：李有源
東方紅太陽昇             東が赤くなり太陽が昇った 
中国出了個毛沢東           中国に毛沢東が現れ
他為人民謀幸福            彼は人民の幸福を図る  
呼児咳呀               ああ
他是人民的大救星           彼は人民の大きな救いの星 
毛主席愛人民             毛主席が人民を愛する
他是我們的帶路人           彼は私たちの先導者である
為了建設新中国            新たな中国を築くため
呼児咳呀               ああ 
領導我們向前進            私たちを先導して前進する
共産党像太陽             共産党は太陽のようだ 
照到那裏那裏亮            どこか照らせば、そこが明るくなる
哪裏有了共産党            どこかで共産党がいれば
呼児咳呀               ああ
那裏人民得解放            そこの人民が解放される 

松村は、「『東方紅』という民謡はもともと、陕西北部に流行していた『騎白馬調』という民謡をも
とにして、年に農民詩人李有源と、作曲家李渙之とで作ったものと言われている」（松村 ：
）。松村一弥はさらに、「『陕甘寧老根拠地民謡選』（新音楽出版社、、上海）に収められた『移
民歌』（騎白馬調）は歌詞と譜を見ると、現在歌われている『東方紅』とほとんどかわりのないもの
である」と述べている（松村 ：）。
「東方紅」は人や、党や、政府機構とそのシステムを太陽と比喩する。以上のように紅歌の最も特
徴的なものは太陽、赤旗、光、幸せ、解放、永遠などの表現である。太陽が大地に光を与え、救い星
が人民に幸せを図るとするのが典型的なテーマである。ここの太陽が共産党、或いは国のトップ、リ
ーダー、エリートなどを指す。こうしたプロレタリア革命や個人崇拝を賛美した紅歌は山ほどあるが、
その中で特に中国人の心に響いたのはチベット人によって作られた「北京の金山上」という歌である。

                                                   
 国務院文化组革命歌曲编辑小组 年『战地新歌』人民文学出版社S
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北京的金山上              北京の金山上 

北京的金山上光芒照四方         北京の金山上では光は四方を照らす
毛主席就是那金色的太陽         毛主席はまさにあの金色の太陽
多麽溫暖多麽慈祥            大変暖かく慈愛にあふれている
把我們農奴的心兒照亮          我ら農奴の心を明るく照らし
我們邁步走在              我らが歩を進めて
社会主義幸福的大道上          社会主義の幸せの道を行く
哎巴紮嘿                アイバジャヘイ
北京的金山上光芒照四方         北京の金山上では光は四方を照らす
毛沢東思想哺育我們成長         毛沢東思想は私達を大きく育み
翻身農奴鬥誌昂揚            解放された農奴の闘志は高揚し
建設社会主義的新西藏          社会主義の新たなチベットを建設する
頌歌献給毛主席             讃える歌を毛主席に献ずる
頌歌献給中国共産党           讃える歌を中国共産党に献ずる
哎巴紮嘿                アイバジャヘイ

「北京の金山上」は元々はチベットの民謡であった。最初はチベット人の民間歌手ザシ老人がチベ
ット民謡の「祝酒歌」に歌詞を加え、編曲して歌っていた。これをさらに陕北の馬倬という人が「中
国風」に編写した。 年にチベットを援助するため、馬倬が七十名余りの隊員を先導してチベッ
トに入った。ある日、隊員の常留柱がチベット人のザシ老人が歌っていた「北京の金山上」という歌
を馬倬に歌った。馬倬がこの歌を聴いて非常に感動した。そこで馬倬はザシ老人の歌を元に、韻律、
音節、声調などリズムを編曲し、歌詞に漢字を加え、チベットから中国全土に広げたという。この歌
が現在でも大変人気で歌手の韓紅らによって歌われている。
「北京の金山上」はまさに典型的な紅歌であるが、ここで注目するのは、北京の金山である。北京
はチベット人が良く知らない遠方にある。しかし、北京に農奴を解放する毛沢東がいるからこそ、大
変暖かく慈愛にあふれているところだと賛美する。このような歌や踊りはモンゴル人やほか民族の芸
術歌舞団で演じられ、モンゴル人と他民族に知られるところとなった。
図 はウラーンムチル芸術歌舞団というモンゴル人の歌舞団の  年の文芸作品（演芸作品）の
演目である。その演目の順番を見れば、第一番目は「毛主席はわれわれの心の紅太陽である」、第二
番目は「心の中で沈まぬ紅太陽が昇った」などである。これは当時の「東方紅」に影響されたモンゴ
ル人の文芸作品の典型的な事例である。以上は、紅歌の内容とその形式であるが、その特徴を以下の
ように分類することができる。
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図  《烏蘭牧騎専輯－文芸節目》（カバー・目次） 出典：国務院文化組文芸創作領導小組編 

 個人崇拝への賛歌としての紅歌
紅歌は中国では 年代から 年代にかけて定着した。特に文化大革命期には一つの「文化」とし
て理解された。毛沢東のプロレタリア文化大革命を宣伝したり、賛美したりするために毛沢東個人を
崇拝する歌が山ほど生まれた。「東方紅」、「北京の金山上」のように「最も紅いのは太陽で、最も親
しみのある人物は毛沢東」、「毛沢東の指導で世界が真っ赤に染まる」、「毛主席の光が輝き」、「毛主席
の著作は太陽のよう」、「万才、毛主席」、「毛主席は永遠に私たちと共にある」、「毛主席の万寿無疆を
祈念する」、「日夜、毛主席を恋しがる」などがある。このうち、漢人によってつくられたものがかな
り多いが、ここではモンゴル人によって作られた歌を分析してみる。 年に作られた「草原の上
に昇る沈まぬ太陽」という歌がある。「草原の上に昇る沈まぬ太陽」は中国建国初期にモンゴル人が
毛沢東を崇拝して創った作品である。「東方紅」のように毛沢東を太陽と例えたモンゴル人の最も早
い時期の毛沢東への賛歌である。中央人民ラジオ局が 年 月 日に中国人民共和国成立 周
年を記念するために、芸術家たちにインタビューし『輝く  年の音楽』という本を作った。この本
では「中国建国当初から今日まで大衆に愛されて歌われてきた『草原の上に昇る沈まぬ太陽』という
歌は典型的に時代を代表した作品である。この歌はもう  年以上歌われ、今日までずっと人々の心
に響いている。解放され、自由を享受している幸福な牧民の生活を描いた点が特徴であり、一世代に
限らず、何世代にも影響を与えている」と述べている（ǰirümtu ：）。以下においてはこの歌
を見てみる。


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ködeJHWDODdu möngke\LQQDUDPDQGXOD   草原の上に昇る沈まぬ太陽
ÜgH・$\D0êOčLJ                 歌詞・作曲：メリチグ（美麗其格）

köke oɤWDUɤüidu köbüng egüle čLUDɤDG
ködege taladu kölüg mori dobtulunD
8UɤD\in üǰugür uruɤVL–EDQQDNLOǰDTXGX 
2ODQVLEDɤud ergün nisunD 
(QGHNLNöPüVHQJNHWDLEXQJGXGXUDWDL
(QH\DPDUɣDǰDUERLJHǰXQDGDHčDVDɤXEDO
Ene bol mini törüJVHQQRWXɤJHǰX
2PXJEDUGDP\HUTDULɤXOXQDEL
Ele ündüsutenu arad batu bülkümdeJHG
%RORGTDQa temür kerem metü       
2GXULGXJčL0DR=KX;LEHQPDɤWDQGDɤXODǰX
(ETDPWXQDP\HQPDɤWDQWDɤXODQD
0DR=KX;LEROXQHETDPWXQDP
0DQi kümüǰigülun boyiǰLɤXOXɤVDQ
Ködege taladu möngke\LQQDUDPDQGXOD

この歌は草原の美しさを描写しながら、草原に暮らすモンゴル人の生活はすべて共産党のおかげで
平和が保たれ、繁栄がもたらされたと主張する。こうした歌曲は多くの場合、前半部は草原の美しさ
と安定、平和、繁栄などを描写する。しかし、後半部やサビのところに政治イデオロギー的な表現を
挿入する。この歌は歌曲家のメリチグという人によって作られた歌である。「年に内モンゴルの
興安盟ホルチン右翼前旗で生まれたメリチグは作曲家である。彼は  年に文工団で働き、その後
中央音楽学院、ソビエト連邦のモスクワ音楽学院で教育を受けた」（ǰirümtu ：）。インタビ
ューによれば、年の中国成立一周年を記念する祝祭時に、メリチグは内モンゴルの文工団に連
れて参加した。祭りに参加した彼は文工団の公演プログラムに感化された。公演が終わって毛沢東や
周恩来らと間近で会うことができ、さらに感動した。彼はその後、革命の主題歌を作りはじめた。最
                                                   
 6HčLQTXX 8UDQWDQD 1DLUDɤXOED 1DP'DɣDQ(UɣXKX1DQGLQ%HOHJ%DGDɣ,ÖböU0RQJɤRORQ
6R\RORQ.HEOHORQ4RUL\D SS－（スチンフ、ウラーンタナ編 年『党に捧げる 首』内モンゴ
ル文化出版社 SS－）
 ǰirümtuǰRNL\DED(UGHQLELOLJHɣROODQ1DLUDɤXOED$\DOɤX7DQJVXJǰLUDQǰLOÖbör MongɤROXQ
6R\ROXQ.HEOHOXQ4RUL\DSS－（ジルムト、エルデニン・ビリゲ著 年『輝く 年の音楽』内モ
ンゴル文化出版社 SS－）
青空の上、白雲漂い
白雲の下では馬が駆け
鞭を振る音は四方に響き
鳥達は一斉に飛び立つ
もしある人が
と私に問わば
私は誇らしく彼に教える
これは私の故郷であると
ここの人たちは平和を愛し
また故郷を愛し
自らの新生活を歌い上げ
共産党を歌い上げる
毛主席と共産党は
我々を育てて成長させた
草原の上に沈まぬ太陽が昇った
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初は毛沢東に感謝する気持ちを表すため、「毛沢東に酒杯を奉げよう」という詩を中国語で書き「人
民日報」に掲載した。年、中央音楽学院での一年の学習期間が終わった時、卒業報告として「群
（大）衆歌曲」を作る義務が与えられ、郷村で宣伝していたことを思い出し、琴を弾きながらこの「沈
まぬ太陽」の詞を書いたという。
メリチグの話そのものが当時の芸術家の背景になる。彼の「草原の上に昇る沈まぬ太陽」は中国成
立初期に作られたが、現在に至っても大変人気のある歌である。この歌は、内モンゴル自治区におけ
る歌舞団体の舞台から中国の各地に広がった経緯がある。 年代以降に誕生した青年歌手ウラーン
トヤ（烏蘭図雅）らも中国の音楽・芸術コンサートなどでこの歌を歌っている。スチンホーワラは、
『燦々たる高原の星光』で「メリチグによって『草原の上に昇る沈まぬ太陽』という歌が生まれた。
人民が綺麗な生活に満足して、共産党、毛主席に心より感謝している気持ちを反映した『沈まぬ太陽』
が全国の隅々まで広がった」と述べている（6HčHQTXZDU ：）。内モンゴルで生まれた中国エリ
ートへの個人崇拝の歌曲や、政府を讃える作品はほとんどスチンホーワラのこうした思いで書かれて
いる。以下において、歌詞が匿名で、作曲はモンゴル人の有名な作曲家アルタンアグラ（阿拉藤澳勒）
によってつくられた「毛主席の長寿長命を祈念する」という歌を見てみる。

敬祝毛主席万寿无疆        毛主席の長寿長命を祈念する  

（女）敬愛的毛主席毛主席      （女）敬愛する毛主席、毛主席  
妳是我們心中的紅太陽        貴方は我々の心の中の紅い太陽である   
（男）我們有多少知心的話兒要對妳講 （男）我々は真の思いを貴方に話したい
（女）我們有多少熱情的歌兒要給妳唱 （女）我々は馴染みのある歌を貴方に歌いたい
（男と女）千万顆紅心向著北京    （男と女）千万の紅い心が北京に向かう
千万張笑臉迎著紅太陽        千万の笑顔が紅太陽に向かう
敬祝領袖毛主席万寿無疆       領袖毛主席の長寿長命を祈念する
敬祝領袖毛主席万寿無疆       領袖毛主席の長寿長命を祈念する
敬祝領袖毛主席万寿無疆       領袖毛主席の長寿長命を祈念する

「毛主席の長寿長命を祈念する」には、草原のモンゴル人が毛沢東の寿命の長いことを、祈ってい
                                                   
 ウラーントヤは「馬とり竿」という歌を歌い、有名になった歌手。ウラーントヤの歌った「草原に立って北京
を望む」（站在草原望北京）という歌は「中国の夢」をテーマにした歌曲で優れた作品であるという。以下のネ
ットの元に参照した。中国共産党ニュース KWWSFSFSHRSOHFRPFQQFKWPO
 于智 赫佳音（編）年『草原金曲』遠方出版社 SS－
－ 130 －
るのが示されている。真の思い、心の話を紅い太陽たる毛沢東に話したいと祈っている。毛沢東に無
限の希望を寄せている。こうした作品がモンゴル人の間で数多く作られた。有名なのは「毛沢東を見
た草原の紅衛兵」、「牧民の心は毛沢東の思想と重なり合う」、「牧畜民は毛主席を歌い讃える」、「草原
の人民は毛主席を愛している」、「草原の少年は毛主席を愛している」などがある。これらの作品は歌
舞団の隊員たちが必ず公演するプログラムとなった。
『草原金曲』（ 年）という本に書かれた「毛主席の長寿長命を祈念する」などの作詞、作曲、
時間は全て不明である。中国で売っている音楽本では作詞、作曲と時間がほとんど書かれていない。
ホプキンズ・デビッドは「西洋では、作曲、演奏、出版の法律上の権利を意識して、必ず細かく書か
れている」と指摘する。ホプキンズはレコードの収集家でカナダのディーラーの競売で「中国文化大
革命レコード  枚 －」を見て興味が沸いて買ったという（デビッド ：）。しかし、
レコードラベルにその人の名前は書いてなかった。これについてホプキンズは「レコードは工場で作
られて、何らかの手段で流通される。こういう構成は不可欠な最低限の音楽業界だ。しかし、文化革
命時代に、その物質的な構成は違うイデオロギーが適用されて、社会の利益じゃなくて、『解放』の
ために働くように運営された」（デビッド ：）と述べている。紅歌の創作目的はまさにホプ
キンズの言う通りである。紅歌のメロディーと歌詞から見れば「毛主席の万寿無疆を祈念する」は文
化大革命時代に作られたに違いなかろう。次にまた文革大革命時代で作られた「毛沢東を見た草原の
紅衛兵」という歌を見てみる。

7DODQRWXJXQXODɤDQTDPDɤDODTX     
čHULJ0DR=KX;LWDLDɤXOǰDED
8JH：OL'H4XDQ$\D：6KL+HQJ      

%LGERO0DR=KX;LLQXODɤDQTDPDɤDODTXčHULJ  
7DODQRGRɤHč7LDQ$Q0HQGXNüUčXLUHOH   
8ODɤDQWXɤXQGDODLNLǰDɤDUüJHLGDEDOɤDODɤDG 
'DLčKLQGDɤXXPLQLRɤWDUɤXLGGDɤRULVXQD   
$ɤXX\HNHRGXULGXɤčL0DR=KX;L        
0DQLRGXULGXQTRELVTDONLQH         
A qa köi a qa köi               
.öQGüWX0DR=KX;LPRQJNH\LQXODɤDQQDUD   
7DODQRWRɤun arad tömen tan daɤDQXQHQčL
                                                   
 6HčHQNüXČHQJJHOWX(E4DPWX1DP'DɤDQ7DODUTDǰX0DR7HULJüOHJčLEDQ0DɤWDQ'DɤXOD\D, Öbör 
0RQJɤROXQ6R\ROXQ.HEOHOXQ4RUL\D SS－『共産党に感謝し、毛主席を讃えよ』
毛沢東を見た草原の紅衛兵

歌詞：李徳全、歌曲：士衡

私たちは毛主席の紅衛兵だ
草原から天安門にやって来た
数え切れない旗の海が真赤に染まり
戦闘の声が空まで聞こえる
偉大な領袖毛主席が
私たちを先導して革命する
アハヘイ～ アハヘイ～
敬愛する毛主席は沈まぬ紅い太陽だ
草原の人民はあなたのことを愛してい
る
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4RELVTDOWXǰRULɤPLQLTXELUDTXüJHL
8ODɤDQQDUDGRUXQDHčVDčXUDQPDQGXɤDG     
$OWDQWX\DɤDDɤXGDPRUXQLJHLJüOüQH       
,EHJHOWXQDUD\DɤDNLɤDGHLPXLOčLWDLERL    
%D\DUXQQLOEXVX\DɤDKLɤDGPHOHPHOǰHQHERL    
%LGH0DR=KX;LWDLEDQDɤXOǰDɤDG        
0DR=KX;LPDQWDLTDPWXEDLQD          
A qa köi a qa köi                 
KöndüWü0DR=KX;LPRQJNHLQXODɤDQQDUD    
7DODQRWRJun arad tömen tanLEDQGDɤXODQD
Tömen nasultuɤDL0DR=KX;L        

歌詞の通り紅衛兵は毛沢東の兵で、戦闘するために作られた兵士である。年 月 日に毛沢
東が発令して、勃発した文化大革命後に漢人の文芸界が「私たちが毛沢東の紅衛兵」という歌を作っ
た。「紅衛兵とは、首都北京の大学生、中学生たちがプロレタリア文化大革命の運動の中でつくりあ
げた革命的大衆組織であり、かれらは、一生毛主席を守り、中国共産党を守り、祖国を守る赤色の先
兵となる決意を表明している」（岩村 ：）。「全国の青年が紅衛兵というものの存在を知ったの
は、 年  月  日の北京におけるプロレタリア文化大革命祝賀大会の報道によってであった」（岩
村 ：）。「紅衛兵達は各地域に特権化し蟠踞する『官僚主義者階級』あるいは『資本主義の道
を歩む実権派』が存在すると確信し、そうした人々を摘発し打倒することだと信じ、またそう行動し
たのだった」（加々美 ：）。
「文革中に、特有な歌曲のジャンルとして『毛沢東語録歌』がある。これは毛沢東の政治論文の断
章に付曲したもので、音楽的には極めて粗雑なものであったが、文革の政治要請から一時的に流行し
た」（石田 ：）。毛沢東らの目的は紅衛兵を鼓舞し、プロレタリア文化大革命を徹底するこ
とであった。その後に内モンゴルでは「毛沢東を見た草原の紅衛兵」がつくられた。こうした作品を
つくり上げ紅衛兵らを鼓舞し、階級闘争や、路線闘争を徹底的に行い、牧主や農主、地主たちを倒す
のが目的であった。紅衛兵は銃を持っては戦わないが、拷問して人を殺すことについては戦士の戦闘
と同じであった。 年に馬頭琴大師のチ・ボラグ（斉・宝力高）は内モンゴル自治区革命委員会
に文化大革命での冤罪事件の被害者の名誉回復をするため、シリンゴル盟に派遣された。そして以下
のような酷い目に遇ったという。

「北京から来た知識青年に殺害された人の死体を見た。西ウジュムチンの人民公社の書記だ
った。舌を切られ、両腕などの脈を断たれ、頭部にはいくつも穴があけられていた。スニト右
海が乾き石が腐っても私たちの心は変わらない
真赤な太陽が東方に昇った
金色の陽光が大地を照らす
太陽はなぜこんなに暖かいのか
熱い涙はなぜ流れきれないのか
毛主席は私たちの近くに来て
永遠に私たちと共になる
アハヘイ～アハヘイ～
敬愛する毛主席は沈まない紅い太陽だ
草原の人民があなたのことを歌唱する
万歳、万歳、毛主席万歳
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旗トフム公社では、ハオリロという遊牧民の女性がもっとひどい目にあっていた。先祖代々遊
牧をしてきた一家だったので『大』という漢字さえ知らない素扑な人だった。なのに、彼女の
家は『黒虎庁』、彼女は『黒虎』だ、という罪名を着せられた。一家すべてが国家反逆分子で民
族分裂を謀り、内モンゴルと外モンゴルの合併を謀る反逆集団だというのだ。当時、彼女は六
十歳前後だった。私が行った時には身体はボロボロ、骨と皮だった。歯は全部鉗子で引き抜か
れていた。肋骨もすべて折られていた。腰と手足の骨も全部折られていた。彼女は私を見るな
り泣きだし、話もできないありさまだった。皮をはがされ、肉を断たれ、骨を折られる。そん
なことはまだ我慢ができる。どうにも耐え難かった屈辱は糾弾大会でのことだ。衣服をすべて
はぎ取られ、素裸にされた。そして粛清派の奴らは彼女の息子に大衆が注視する中で、彼女を
強姦するように強要したのだ。もちろん、息子は命にかけてもそんなことに応じるわけにはい
かない。すると、待ちかまえていたのはありとあらゆる虐待だ。『虎の腰掛け』や指の爪の間に
竹べらを差し込むなど、古今東西の様々な虐待と刑罰が課せられた。」（斉 ：）

毛沢東らの組織した紅衛兵は階級闘争、路線闘争の中でこうした惨事に携わっていたにもかかわら
ず、紅衛兵歌は流行っていた。歌詞で「戦闘の声が空まで聞こえる、偉大な領袖毛主席が私たちを先
導して革命する」というように民衆は革命に熱中していたのだろう。しかし、民衆は革命に熱中した
が、毛沢東ら国家エリートは権力闘争に集中していたとする研究が多い。例えば「文革は、中国指導
層の権力闘争（実態は毛による劉・鄧ら党・政府官僚からの奪権闘争）だったが、なぜ『紅衛兵』の
腕章をまいた少年少女たちが毛の呼び掛けに応えたのか、検討されるべき課題はいまなお多いとされ
る」（焦 ：）。このように文化大革命の闘争の中、毛沢東への個人崇拝の作品が作られた次第
であった。毛沢東以後の鄧小平、江沢民、胡錦濤時代にも個人崇拝はあったが、彼らの作品は毛沢東
時代ほど多くなかった。しかし、現在の習近平時代になると「偉大なる中華民族の復興」と「中国の
夢」などの政策により個人崇拝の文芸プログラムが再び盛んになってきた。
図 のパンフレットは、オンニュート・ホショー（旗）のウラーンムチル芸術歌舞団の  年の
春祭りでの文芸作品の演目である。演目の第三番目は、男性独唱の「共に中国の夢を築きあげよう」
（共築中国夢）と第十六番目は合唱の「復興に向かう」（走向復興）、第十七番目は歌舞の「平和と繁
栄」（太平盛世）など現の中国国家主席である習近平の唱える「偉大なる中華民族の復興」と「中国
の夢」という政策に合わせて作った作品である。以下は紅歌の共産党を讃えた特徴について見てみる。

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図  オンニュート・ホショー（旗）のウラーンムチル芸術歌舞団の 年のパンフレット（演目）
出典：年 月、筆者がウラーンムチル芸術歌舞団でのフィールドワークを経て得た資料

 中国共産党への賛歌としての紅歌
社会主義中国ではプロレタリア階級に個人崇拝の紅歌が流行った一方、共産党を賛美した作品も個
人崇拝と同じように位置付けられた。個人崇拝と共産党の良さを讃えてプロレタリアや人民に社会主
義を宣伝する。社会主義を宣伝する事によって自分らの選んだ道こそ、何よりも正しいことを強調す
る。例えば、共産党があるからこそ、プロレタリア階級の敵が滅ぼされ、人民が幸せな生活を享受で
きたというのが一般的な考えである。こした考え方により、社会主義イデオロギーの宣伝舞台である
歌舞団には図  の演目の第三番目の「党の恩恵を歌い終わらない」、第四番目の「牧民は共産党を唱
揚する」のように「赤旗が次世代から次世代へ継ぐ」、「親愛なるホビス（革命）を弾く」、「旱魃と戦
う」、「牧民の娘の意志が躍動する」、「総路線の賛歌」、「党の愛」、「党の恩恵」、「党への賛歌」、「党の
教育が良い」、「党の光が故郷を輝く」という歌や踊りなどがつくられた。
これらの歌舞プログラムは主に草原風景の描写を通して、牧民の豊かな生活を賛美している。牧民
の豊かな生活を賛美し、党とリーダーたちへの恩恵を忘れてはいけないと強調する。「牧民は共産党
を歌唱する」のモンゴル語の歌詞には「五色の花が咲いた草原に数え切れない羊の群れが虹みたい
豊富な牧場アハヘイ本当に活躍だねアハヘイ道が広々している讃え切れない偉大な党を永遠に歌
う」との表現がある（SečinquuČenggeltu 編 ：）。「牧民の娘の意志が躍動する」には「品
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種の良い羊の群れヘイ広大な草原で真珠みたい偉大な党に忠誠な娘故郷で英雄らしい」と讃える
（Sečinquu8UDQWDQD編 ：）。「旱魃と戦う」には「党の話を心の中に刻み漂う旗を高く掲
揚し貴重な理想を成し遂げるため太陽と月の動きを指導する」と比喩する（Sečinquu,Urantana 編
：）。党の話を覚え、党の指導にしたがっていけば、自然災害に耐える事ができると幻想し、
党とその政策などを讃える。
モンゴル人によって作られたこれらの共産党を讃える歌には実は漢人の作った「共産党がなければ
新しい中国もない」という歌が大きな影響を与えている。この歌は  年代に作られて現在まで愛さ
れている。特に共産党のおかげで国が立ち上げられていると讃えているため、国家の組織した各種大
型公演会には欠かせない歌曲である。以下、この歌の歌詞を見てみる。

(ETDPWXQDPüJHLEROVLQGXPGDWXXOXVüJHL  共産党がなければ新しい中国もない
ÜJH:DQJ;XH%R$\D&DR+XR;LQJ        詞曲：曹火星 

(ETDPWXQDPügei bol sin dumdatu ulus ügei  
Eb qamtu nam ügei bol sin dumdatu ulus ügei  
(ETDPWXQDPüQGüsütenXWöOüJH\RP      
(ETDPWXQDPXOXVXQDEXUDɤčL\RP       
$UDGtümenGHJHQčilugelegdekü ǰDPLǰLɤDMX
'XPGDWXXOXV\LQVDUDɤXOǰDP\HURGXULGXɤčL
7HUQDLPDQǰLOLOHJüu yaponLHVHUJüčHǰX
$UDGXQDPLGXUDOLVDLǰLUDɤXOǰDL
7HUTRELVTDOWX VDɤXULQL EDLɤXOǰX      
$radčilalL\DEXɤXOXɤVDQDčL\HNHWDL     
Eb qamtu nam ügei bol sin dumdatu ulus ügei  
Eb qamtu nam ügei bol sin dumdatu ulus ügei  

この歌は歌詞の通り、共産党がなければ新しい中国はないと共産党の業績を力強く讃えている。中
国民衆にとってすごく馴染みやすく、親しみやすい歌である。党がひとえに列強によって支配された
中国を戦火から救い、人民を解放し、人民に幸せな生活を送らせ、光を与えたから党の業績を忘れて
                                                   
 Sečinquu 8UDQWDQD1DLUDɤXOED1DP'Dɤan Ergüqu Nandin %HOHJ%DGDɤ,Öbör MongɤROXQ6R\ROXQ
.HEOHOXQ4RUL\Dスチンフ、ウラーンタナ編 年『党に捧げる 首歌』内モンゴル文化出版社S
 鐙屋一 年「映画『東方紅』における歴史と政治―周恩来と『文革』以前の毛沢東崇拝─」『目白大学人
文学研究』第 号 S
共産党がなければ新しい中国もない
共産党がなければ新しい中国もない
共産党は人民のために骨を折る
共産党は一心に中国を救う
党は人民に解放の道筋を指し示した
党は中国を光の方向へと導く
党は八年間抗戦し
党は人民の生活を改善し
党は戦後の拠点を建設し
党は民主制を実行したいいこと
共産党がなければ新しい中国もない
共産党がなければ新しい中国もない

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はいけない。つまり共産党は新しい中国を作り上げたと讃える。しかし、この歌は、最初は中国共産
党によって作られたものではなく、中国国民党の蒋介石の著作に書かれていた一部の内容によるもの
であるという。この歌の由来について、陳破空は以下のように説明している。

「いわゆる『共産党がなければ新しい中国もない』は蒋介石の著作である『中国の運命』（中
国之命運年）によるものである。この本の中には『国民党がなければ中国もない』と書か
れているのを、わずか 歳の若さである共産党員の曹火星は誰かの命令の下で改竄したもので
ある。そして曲名を『共産党がなければ中国もない』と書いたが、毛沢東によって『新』字を
加えて『共産党がなければ新しい中国もない』というようになった。」（陳 ：）

その後、共産党により歌われて今日に至った。もう早や  年以上になった。この歌はまさに共産
党賛歌のもとであろう。これら歌の広まりにつて、『党に捧げる 首歌』という本を編集したスチン
フらはこういう。「中国に共産党が現れ、人民を先導して搾取に抗し、抑圧をなくした。解放のため
に革命を起こして戦い、東方で中華人民共和国が建国された。この事業を全国の各民族人民が心から
讃える。党と毛主席と社会主義を心から讃えた雄大な作品が時代とともに作られ、広範に広まり、国
家と民族の文化・芸術に宝のような貴重な文物となった」（Sečinquu 他編 ：）。共産党が中国
を作ったからこそ、共産党の恩恵を忘れてはいけない。共産党を讃えるべきだと強調する。全プロレ
タリア革命事業の一翼を担っているこの文芸事業には、まさしく宣伝が注目されている。党の恩恵を
モンゴル人の視点から讃えた「賛歌」（楽譜 ）という歌がある。中国の文化大革命以前から現在ま
でずっと歌われているこの「賛歌」を見てみる。

贊歌                賛歌
作詞：胡松華 作曲：科爾沁民謡  作詞：胡松華 作曲：ホルチン民謡 
                 
從草原來到天安門広場草原から天安門にやってきた
高舉金杯把贊歌唱          金杯を高く掲げて賛歌を歌おう
感謝偉大的共產党          偉大なる共産党に感謝し、
祝福毛主席万壽無疆         毛主席の万年長寿を祝福する
英雄的祖國屹立在東方        英雄なる祖国は東方に屹立し
像初升的太陽光芒万丈        初めて上った太陽が大いに光を放つが如く
各民族兄弟歡聚在壹堂各民族の兄弟が喜んで一堂に会し
慶賀我們的翻身解放私達の解放を祝う

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「モンゴル民謡をもとに作られた、共産党や毛沢東を賛美する歌は数多くあるが、中でも、満洲出
身の共産党シンパ歌手である胡松華
ホーソンファ
（～）が 年代から歌った『賛歌』はその代表ともいえ
る」（ミンガド ：）。「胡松華の歌っているこの『賛歌』はシリンゴル盟東ウジムチン・ホシ
ョーの民謡である。元々の歌の名は「サロール・タル
V D U X O W D O D
」（広々草原）という。胡松華はハザブにこの
歌を学んで、新たな詞を付け曲をカバーして歌った」（巴 ：）。内モンゴル大学芸術学院の
ブリン・バヤル先生にインタビューしたところ、「モンゴル民謡の『ジンユルマー』（ǰLQJ\HUPD）を
メロディーにして作った『賛歌』は、長年に渡って胡松華の作品だと言われてきた。しかし、最近モ
ンゴルの歌舞や民謡の研究が進むにつれ元々はモンゴルの民謡である事を認めせざるを得なくなか
った」と語った。満洲人の胡松華のこの歌はモンゴルの「サロール・タル」と「ジンユルマー」のメ
ロディーによってつくられたという説がある。確かに、この歌は元々モンゴル人のオリジナル歌であ
るオルティン・ドーと民謡のメロディーによって構成されている。

楽譜  賛歌 出典：于智、赫佳音（編）：－

                                                   
 年 月中旬、内モンゴル大学芸術学院でブリン・バヤル先生の研究室でのインタビューを基に整理した。
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以下は「賛歌」（楽譜 ）と「ジンユルマー」（楽譜 ）の楽譜を比較してみる。「賛歌」の ペー
ジにあるオルティン・ドーの部分はモンゴル語版の教科書には書かれていないが、「賛歌」（楽譜 ）
の ページとモンゴル語の「ジンユルマー」の楽譜はほぼ同じである。だが、それは音符の拍子に
よって微妙に異なっている。ミンガド・ボラグは、この「賛歌」はウジムチン草原の民謡である「ホ
ン・ガロー」のメロディーによってつくられたともいう（ミンガド ：）。「実はメリチ
グの歌った『草原の上に昇る沈まぬ太陽』もホルチン民謡である『ムリマ』という曲だった。メリチ
グがこの曲を作ったというのは、正しくない」とブリン・バヤルは語る（同上のインタビュー）。


楽譜  モンゴル民謡の「ジンユルマー」 出典：ČH・:DQJǰLO（編） ：

賛歌は草原の民が解放を祝うため、天安門まで行って党と毛沢東に感謝したことを強調している。
この歌は他民族の視点から共産党を讃えることで注目を集めている。「賛歌」は「草原の上に昇る沈
まぬ太陽」と非常に似ているが、「草原の上に昇る沈まぬ太陽」は草原の民を草原から北京と天安門
を見るような連想はしていない。そのため、「賛歌」はより広く歌われている。「草原の上に昇る沈ま
ぬ太陽」はモンゴル人、チベット人が歌うが、「賛歌」はモンゴル人を含め満洲人、漢人にもよく歌
われる。「賛歌」が人民に愛されているからこそ、党の賛歌がより増えている。上述した「東方紅」、
「北京の金山上」、「草原の上に昇る沈まぬ太陽」、「賛歌」を代表するこれらの歌謡は、すべてある民
族の民謡によって作られている。そこで、分かるのは、紅歌のメロディーはほとんど、元々民衆に愛
されていた民謡のメロディーをカバーして作ったものである。「社会主義国家である中国においては、
民衆によって作られ、民衆の中で伝承された民話にしても、民謡にしても、結局のところは、政治的
                                                   
 モンゴル人、満洲人、チベット人、ウイグル人のような高原に暮らしている人々のことを指す。
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事象の中に存在し、政治的事象の変転の中で捉えられる運命である」（ミンガド ：）。「宗主
国が、その支配下の民に強制した歌は毒素のように脳にまで浸みこむ。冷静になって、その毒素を強
い意志で手術しようとしても除去できないのである」（楊 ：）。このように民謡は赤色に塗ら
れて紅歌となり、社会主義中国で歌われることになる。
中国の紅歌では国のエリート・トップを讃える個人崇拝のほかにも共産党のことを讃えるという特
徴がある。紅歌は個人崇拝と共産党への賛歌という特徴がある一方、民族大団結をアピールする特徴
もある。

 民族大団結への賛歌としての紅歌
「我が国の古代民族の中で、その成員の大部分或いは一部が国外に移住して行った月氏、鳥孫、匈
奴、突厥などの民族を除くと、絶対多数の民族は長期に渡って中華の大地に居住し、民族間の交流と
融合も常に行われてきた」と費孝通は述べている（費 ［］：）。中国の知識人は、中国は
古代からモンゴル人、ウイグル人の祖先である匈奴と突厥を我が国の民だと主張する。

「中華民族という名称が提示され、全国の各民族に喜んで受け入れられるようになったのは
近代以降のことであるが、この名称の淵源は古い。秦漢以来、中国は統一された多民族の国で
あり、秦、漢という二つの中央集権の封建国家は、いずれも多民族によって構成されていた。
漢の統治下にあった民族には漢、匈奴、東胡、烏桓、鮮卑、丁零、西湖、小月氏、羌、氐およ
び西南夷の諸民族や百越の諸民族がいた。」（費 ［］：）

費孝通は漢朝の統治下に入っていた他民族を統括して中華民族と言い、中国は秦漢朝以来すでに統
一された多民族の国であったという。しかし、台湾出身の黄文雄は「秦帝国以後の中国の統一王朝は、
秦末の陳勝呉広の乱、西漢、秦末の赤眉・緑林の乱、東漢末黄巾の乱など王朝末期に貧困化した農民
やカルト集団の反乱によって易姓革命を遂げ、新しい王朝が打ち建てられていった。あたかも歴史の
法則のように中華王朝の『一治一乱』が繰り返されていく」と論じている（黄 ：）。
黄文雄は費孝通と比べ、中国は「一治一乱」が繰り返され、北方夷狄が関内に入り、中華世界を征
服してきたという。「中国に漢民族以外に『 種の少数民族がいる』というのが公式の説明である。
だが中国の民族問題を議論するとき注意しなければならないのは、歴史的にずっと『の少数民族』
が住んでいたわけではなく、建国後も最初は 民族、その後 民族、民族、そして 年代に 
民族といわれるようになったことである」（毛里 ：）。
「－ 年代の民族識別工作でもっとも重要な役割を果たしたのが費孝通（ 年から、全
国人民代表常務委員副委員長の要職にある）である」（毛里 ：）。このように中国では費孝通
らの民族識別工作によって  民族が作り出された。しかし、民族問題は大変複雑である。特にチベ
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ットとウイグルには世界に知られているような厳しい民族問題が存在している。実はモンゴルにも同
じような問題が存在しているが、中国の厳しい規制によって民族問題は世界に知らしめられる機会が
ない。この規制には言論の規制、インターネットの規制、教育の規制など様々な規制が含まれている。
当然、歌舞団体のプログラムも同様に規制されている。歌舞団体の公演内容はすべて規制されている
ので、規制されないようにしなければならない。そのため、共産党を賛美し、国家の統一、民族の団
結を賛美した作品が作られることになる。
この規制の下、漢民族では民族大団結を提唱した詩歌や舞踊、文学、映画などがつくられたが、ほ
かの民族にもこうした作品が推奨された。例えば、毛沢東の延安での『文芸講話』 周年を記念す
るために作られた『戦地新歌』（）にはチワン族の「 壮
チワン
族人民が毛主席を歌唱する」とか、カザ
フ族の「哈萨克
カ ザ フ
人民は永遠毛主席に連れられていく」とか、カルカミ族の「柯爾克孜
カ ル カ ミ
人民は毛主席を
歌唱する」とか、アワ族の「阿佤
ア ワ
人民が新歌を歌う」や、サニ族の「撒尼
サ ニ
人民の心が紅い太陽に向か
う」、朝鮮族によって作られた「延辺人民は毛主席を熱愛する」、また多民族の構成した作品の「毛主
席は各族人民の心の紅い太陽」などがある。さらに、図 の演目である第 番目の「団結勝利の歌」
はモンゴル人の作った歌である。
 こうした作品によって各族人民の心がひとえに中華民族に集中するよう、しっかりと宣伝される。
民族大団結の作品の特徴は党とそのトップリーダーを賛美し、各民族がその指導の下で強く団結して
いることを表現する。その典型的な作品として「社会主義の祖国を歌唱する」、中華人民共和国の「国
歌」、「社会主義が良い」などがある。モンゴル人によって作られたのは「新戦士」、「各族人民の心と
心が繋がる」、「大青山の賛歌」、「七十個紅蝋燭・五十六束の花」、「草原の民兵」、「私の速い駿馬」な
どがある。以下はモンゴル人の作曲家であるデブシフ（德伯希夫）の ～年に創った「各族
人民の心と心が繋がる」（6H・%D\DQǰLUDɤDO編 ：）という歌を分析してみる。

各族人民心连心各族人民の心と心が繋がる
作词：牧人作詞：牧人
作曲：德伯希夫作曲：デブシフ（徳伯希夫）

一棵樹呀万多花喲一つの樹、万輪の花よ
各族人民是一家各族人民が一つの家庭
永遠跟著共產党喲永遠に共産党に連れられて行くよ
千年万載不分家千年も万年も家は分かれない
                                                   
 内モンゴル文化芸術ネットでは「各族人民心连心」の日付を 年と記している。
KWWSZZZQPJFQWFRPQPJZK\V]\NF\]VF\]VPJ]PJPJJWBKWPO 
 于智 赫佳音 編 年『草原金曲』遠方出版社 SS－
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千年柏喲万年松喲 千年の柏よ、万年の松よ
松樹柏樹綠又青緑と青に染められ
各族人民團結喲各族人民がしっかりと団結する
攜手前進再前進手を携えて前進しよう
万歲毛澤東毛澤東万歳毛沢東、毛沢東

牛羊肥喲馬兒壯喲牛と羊が肥えて、馬が成長しているよ
万裏田野麥浪滾万里の田畑に麦波が広がる
煙囪林立沖雲霄喲煙突が林立して曇の中まで伸びているよ
建設幸福大家庭幸福の大家庭を建設する

千枝万葉一條根喲千枝と万葉には一つの根があるよ
各族人民心連心各族人民の心と心が繋がり
心心向著共產党心と心が共産党に向かうよ
人人跟著毛澤東人と人が毛沢東に連れられて行く
万歲毛澤東毛澤東万歳毛沢東、毛沢東

「一つの樹、万輪の花よ、各族人民が一つの家庭」というのは中華民族の中に 民族があることを
言っている。 年代末に書かれた「各族人民の心と心が繋がる」が元々は「モンゴルと漢人は一つ
の家庭」（蒙漢人民是一家）というタイトルだった。 年にムルン（牧人）が元々の歌詞である
「一つの樹二つの花よモンゴルと漢族の人民は一つの家庭…」を再編し、モンゴルと漢民族から
民族を包摂するようにした。この歌は作曲家兼指揮者であるデブシフが作曲した（6H・%D\DQǰLUDɤDO
編 ：）。
「 世紀末（ 年）に作られた『七十個紅蝋燭・五十六束の花』という李幼容の作詞と馬鉄英
の作曲した紅歌がある。この歌は中国共産党が創始  周年を祝うために作られた歌である。タイト
ルの通り  個は共産党創始以来の  年を指し、 束は  民族のことを指している。『七十個紅蝋
燭・五十六束の花』は典型的な祖国を讃えた歌である」（王 ：）。王琳はさらにこのように分
析する。「『七十個紅蝋燭・五十六束の花』は祖国を讃えて、民族の団結を歌唱した作品である。この
歌の歌詞は情感に溢れ、心の底に沁みこんだ愛国の情が強く感じられる。この歌詞の一文字一文字に
は、草原の子女が祖国の母親に育まれた情感が含まれている。『七十個紅蝋燭・五十六束の花』は作
                                                   
 内蒙古群衆藝術館 編 年『内蒙古歌曲选集』内蒙古人民出版社 S
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者の深層からわき出た心情を歌った歌である。一つの困難な環境で鍛えられた生活経験と幸福な生活
を歌唱した作品である」（王 ：）。王琳の表現するこの歌詞を「各族人民の心と心が繋がる」
の歌詞と比較して見ると実はほとんど同じである。花と樹の変わりに蝋燭を入れただけである。
紅歌は以上のように個人崇拝を賛美し、共産党を賛美し、国家分裂、民族の分裂の脅威を除いて、
民族大団結への賛美を特徴する。だが、「現代内モンゴル革命の中、モンゴル人自身によりつくられ
た革命歌のほとんどは忘れられてしまった」（フスレ ：）。モンゴル人自身によって作られた
革命歌が消えてしまったので、漢人のリーダーや、共産党の政策及び民族大団結を讃えた作品が作ら
れた次第である。こうした作品のメロディーによって人々に「中華民族」という想像の共同体が賛美
されるようになったのだろう。ベネディクト・アンダーソンは「ラ・マルセイエーズ、ウルツイング・
マディルダ、あるいはインドネシア・ラヤを歌うことは、唱和の機会、想像の共同体を物理的共鳴の
なかに現に体現する機会となる」（アンダーソン ：－）と述べているように想像の音で想
像の共同体を作り出しているのだろう。しかし、こうした紅歌舞は  世紀に入っても衰えたことは
なく、同様のものが作られつつある。このようにして紅歌と踊りは歌舞団を代表する内モンゴルの文
芸プログラムに欠かせないテーマになっている。

 作られた「文化」と動員された「資源」
第三章から既に述べてきたモンゴル人のこの変われゆく革命歌や紅歌が歌舞団体の演芸作品とし
て、また主題として利用されるが、それの背景は政府の宣伝政策であるには間違いない。毛沢東は
 年の延安の文学・芸術座談会における『文芸講話』では文化を用いて闘争するのは軍事戦線と
等しいと語っている。以下は内モンゴルで出版されたモンゴル語版の『毛沢東の文芸講話について』
（）の本での記事の筆者訳である。

 「中国人民解放のための我々の闘争には色々の戦線があるが、その中には文と武の二つの戦線
がある。即ち文化戦線と軍事戦線があると云ってもよい。われわれが敵にうち勝つには、まず銃
を手にした軍隊に頼らなければならない。しかし、この軍隊だけでは十分でなく、われわれには
さらに文化の軍隊が必要であって、これは、味方を団結させ、敵にうち勝つために欠くことので
きない軍隊である。」（毛沢東 ［］：）

毛沢東は文化戦線を軍事戦線と比較し、「文化」を用いて味方を団結させ、敵に打ち勝つためであ
ると「文化」を「武器」として利用するという。さらに、「文化」を「武器」として私（自身）だけ
ではなく、われわれという複数の人に対して「動員的」な方法を用いている。そしてここにおける「文
化」というのは、文学と芸術の総合語である文芸のことを指すが、意図的に「文化」という表現を用
いていることが分かる。また文芸という表現を用いるより、「文化」という表現を用いたほうが工農
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民や大衆にとってもっとも親しみやすい用語であると考えられる。つまり、文学と芸術が限られた人
にしか使えない固有名詞に対して、「文化」が普遍的な意味での大衆性の高い、公共性の高い名詞で
あることに注目したと考えられる。そしてこの場合の「文化」という「資源」の「公共性」は、佐藤
健二と渡辺日日の「資源」への「公共性」や「開放系」、「誰でもアクセスできる」議論に当てはまる
のだろう。
文工団が国民党の場合は宣伝隊として軍官学校や軍隊の政治部に設けられたことや共産党の場合
は革命宣伝の手段として文芸を用いることなどが第一章で述べた森山工と佐藤健二の「資源」への「動
員」という議論に深くかかわる。森山は「何らかの主体によって何らかの有途のために動員され、利
用される」というように、文工団の演芸作品はまさしく国民党と共産党という主体により革命するた
め、民衆を団結するため、さらに、国民を統合するためという主役を担っていると考える。松浦恆雄
は文工団の文芸について「農民大衆への宣伝効果の著しかった芝居が、彼らによって盛んに上演され
たことはよく知られている」と分析しているように、彼ら（大平天国の軍隊、国民党軍、共産党軍、
内モンゴル人民革命党）は農民大衆への宣伝効果の著しかった芝居などを用いて宣伝するのが、まさ
しく佐藤の言う「資源」は「国家という装置のような主体による、動員のコンテクストにおいてであ
った」という議論に一致する。さらに、佐藤の「はたして『資源』へのまなざしは、国民国家への『動
員』と切り離せないものなのかどうか」の理由にもなるのだろう。そして、こうした議論から佐藤の
「資源」への「動員との結びつきを問い直す」までに至ったのだろう。
そこで、もう一つの議論を加えるとそれが、作られた「文化」としての作られた「資源」ではない
かと考える。天然ガスや石炭、石油のような自然からとれる資源があれば、バイオマス、木材、穀物、
野菜のような再生可能資源もある。さらに太陽光線、風、潮汐のような永久的な資源という自然科学
の資源に対して、人文科学の「文化」が作られた「資源」として「再生可能資源」になるのではない
か。「文化」の「再生可能資源」は環境の補給能力がある以上作られ次第である。本稿での「文化」
というのは、文学と芸術を指し、それが作品として承認された場合はその作品のことを指す。略して
文芸作品と言い、文工団によって演芸される場合は演芸作品と言うのである。「文化」のこうした再
生可能という環境を補給するのは太平天国の軍隊、国民党の軍隊、内モンゴル人民革命党、中国共産
党の軍隊までの文芸政策、つまり党・国家のそれぞれの宣伝政策に当たるのではないかと考える。以
下は森山工の「文化資源」への「誰」をめぐる四種の問いに基づいて改めて議論を展開したい。
本稿では、内モンゴルの文工団の様々な演芸作品について分析してみたが、それをどのようにして
まとめるのか、まず頭に浮かべるのは内モンゴルの文工団が誰のために、何の役割を果たしているか
という疑問である。そして森山の「文化資源」をめぐる「誰」の問いが自然に連想される。はじめの
ところにウラーンフーは文工団の建設に四つの方針を提案したと論じたが、それを改めて分析したい。
彼のその四つの方針というのは、「一、党の文芸路線を執行し、啓蒙工作を普及させる。二、民族の
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優秀な文化と伝統を継承する。三、民族の新文化を発展させ、民族の幹部らを養成する。四、当団
の性質は公演団体であるが、学校でもある」という（烏蘭夫伝編写組 ：）。ウラーンフーは
文工団の建設に四つの方針を提案したが、まとめておくと二つの方針に分けられる。一つは、文工団
が中国共産党の文芸路線を執行し、啓蒙教育を行う学校でありながら、モンゴル民族（人）の幹部を
養成する機構でもあることを主張した。もう一つは、文工団がモンゴル民族の文化と伝統を発展や継
承するために作られたのであるという二つの方針である。
まず文工団の学校という機能について森山の「誰」をめぐる四種の問いの機制に合わせてみたい。
森山は「誰が、誰の『文化』を、誰の『文化』として（或いは誰の『文化』へと）、誰を目がけて『資
源化』するのか」というように文工団は学校教育の機能を果たす場合は、内モンゴルの文工団が中国
共産党の文芸路線（文芸政策）をモンゴル人の啓蒙教育としてモンゴル人を目がけて「資源化」して
いる。森山の「誰」をめぐる自他の交錯からみれば、自分（モンゴル人）が他者の路線を自分の教育
として自分を目がけて「資源化」している。改めてまとめておくと、ウラーンフーが毛沢東らを代表
する中国共産党の文芸政策を、モンゴル人の教育としてモンゴル人を目がけて「資源化」しているこ
とになる。また文工団は民族の文化と伝統を継承する機能を果たす場合は、内モンゴルの文工団がモ
ンゴル人の「文化」を、モンゴル人の「文化」としてモンゴル人を目がけて「資源化」している。自
他の交錯からみれば、自分が自分の「文化」を、自分の「文化」として自分を目がけて「資源化」し
ている。さらに、まとめておくとウラーンフーがモンゴル人の「文化」を、モンゴル人の「文化」と
してモンゴル人を目がけて「資源化」している。このように森山の「文化資源」をめぐる「誰」の四
種の問いの機制と自他の交錯に合わせて見れば、ウラーンフーが当時文工団を建設した方針として中
国共産党の文芸政策を執行する一方、モンゴル人の「文化」を継承するためであると考えられる。つ
まりウラーンフーが文工団に取った方針はモンゴル人の「文化」を発展や継承するための一つの戦略
ではないかと考える。
以上分析から見れば、毛沢東は国家の主席として、ウラーンフーは自治区の主席として「文芸政策」
のもとでの「文化」を利用し、工農民や大衆、さらにモンゴル人に革命宣伝、共産主義宣伝などの社
会主義イデオロギー的な宣伝を行っていた。文工団はこうした宣伝政策の下で様々な作品を作り上げ、
さらにそれを「民族文化」として利用し、公演・上演を行い、大衆という公共場所で共有している。

おわりに
本稿では内モンゴル人の歌舞団体の演芸作品である革命歌・紅歌を中心に分析した。演芸作品と言
っても実は、文芸作品であるが、それが時代や、政策のもとで既に変わりつつあったことが分かった。
                                                   
 内モンゴルの民族の新文化は、世紀 年代中期、内モンゴルの民族の解放運動や、内モンゴルの革命や、
自治区の成立プロセスによって発展したもの（烏蘭夫傳編寫組 ：）。中国では、中国成立（年）以前
の社会環境や文化などを「旧社会」のものと言い、中国成立以降の文化などを新文化や優秀な文化とする。
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清朝崩壊前後に、内モンゴルには「トクトホ」や、「ビンート王の歌」、「バラジニーマ・ザーナー」
などのような英雄歌があった。しかし、 年代に外モンゴルの「自治国家」を樹立するという主
旨とその革命の影響を受けて「内モンゴルを振興させる歌」、「内モンゴル人民の歌」、「シネラマの軍
隊の歌」などのような革命性に溢れた革命歌と軍歌が作られていた。さらに、その後にモンゴル人民
共和国の社会主義的な影響を受けて「国歌」に相当する「全内モンゴルの歌」や、モンゴル人民共和
国の英雄を讃えた「親愛なる英雄」、「我々の太陽チョイバルサン」、「スへバートル」などモンゴル人
のトップリーダーを賛美した作品が作られ次第であった。そして、これらの歌曲から当時の内モンゴ
ル人のアイデンティティとしてモンゴル人民共和国と合併を願っていたことが分かった。
しかし、彼らの運命は、 年に列強によって結ばれた「ヤルタ協定」と「中・ソ友好条約」に
逆転されて中国に組み込まれた。そして、中国の紅歌を歌うようになった。
だが、年から 年までの 年間にはモンゴル人が自分の軍隊を用いていたことで、「内モ
ンゴル人民の自衛軍進行曲」を歌っていた。また「雲澤進行曲」、「内モンゴル騎兵進行曲」のような
内モンゴルのトップリーダーや、革命戦士を讃えていた歌曲や舞踊、映画などが作られていた。しか
し、年後の反右派闘争や 年から始まる文化大革命で歌舞団によって作られたこれらの作品
がすべて批判された。変えて中国風の紅歌や踊りなどが徹底された。
中国の紅歌の特徴は革命戦士、国のトップリーダー、エリート、共産党らを讃えることである。紅
歌は中国では 年代から 年代にかけて定着し、文化大革命期には一つの「文化」として理解され
ていた。その中、「東方紅」、「北京の金山上」のような漢人、チベット人によって作られた個人崇拝
の紅歌があれば、モンゴル人には「草原の上に昇る沈まぬ太陽」のような歌や踊りなどがある。さら
に、プロレタリア文化大革命を讃えた「毛沢東を見た草原の紅衛兵」などもつくられていた。
こうした紅歌には個人崇拝と並んで共産党を賛美した作品も作られている。その中で有名なのは
「党の恩恵を歌い終わらない」、「牧民は共産党を唱揚する」、「総路線の賛歌」、「党への賛歌」などが
ある。
紅歌のもう一つの特徴は、中国は古代から統一、融合された国という理念を表した作品である。代
表的には「チワン族人民が毛主席を歌唱する」、「カザフ人民は永遠毛主席に連れられていく」、「カル
カミ人民は毛主席を歌唱する」、「アワ人民が新歌を歌う」、「サニ人民の心が紅い太陽に向かう」など
である。またモンゴル人には「各族人民の心と心が繋がる」、「七十個紅蝋燭・五十六束の花」などが
ある。
上述した「東方紅」、「北京の金山上」、「草原の上に昇る沈まぬ太陽」、「賛歌」を代表するこれらの
歌謡は、実はすべてある特定の「民族」の民謡のメロディーによって作られていたという特徴がある。
歌舞団のこうした作品は社会主義国家である中国の政治宣伝政策の形式として、民衆に伝承されて今
日まで共有されている。さらに、民衆によって作られ、利用されている。それが、もう早や  年に
なってモンゴル人の中、一つの生活様式として定着された。言い換えれば、一つの「文化」となった。
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本稿を通して「文化」のこうした再生可能という環境を補給するのは党・軍隊・国家という組織で
あったことが分かった。「文化」が「資源」なる社会構図について、山下晋司がいうマクロな場所と
しての「国家とのかかわりで、歴史が編纂され、資源化されることは古くからあった」というように
歌舞団の沿革である太平天国の軍隊から国民党軍の宣伝隊まで、内モンゴル人民革命党から中国共産
党の文工団や内モンゴルの文工団まで、すべて党・軍隊・国家というレベル的な組織であった。こう
した組織での宣伝政策が宣伝手段としての文芸という「文化」の再生可能な環境を創造し、歌舞団で
は上述したような作品などが作られていると考えられる。

（千葉大学大学院・人文公共学府・人文公共学研究科・博士後期課程）

図 ：年内蒙古自治区成立十周年記念文芸作品選集編輯委員会（編）
   《内蒙古自治区歌曲選集》内蒙古人民出版社
図 ：年国務院文化組文芸創作領導小組（編） 
《烏蘭牧騎専輯－文芸節目》（第八輯）人民音楽出版社
図 ：年 月、筆者がウラーンムチル芸術歌舞団でのフィールドワークを経て得た資料
楽譜 ：年于智、赫佳音（編）《草原金曲》遠方出版社
楽譜 ： ČH・:DQJǰLO0RQJɤRO$UDGXQ'DɤXXǰDɤXQ%DGDJ,Öbör MongɤROXQ6XUɤan KömüǰLOXQ
.HEOHOXQ4RUL\D

付録資料：
内蒙古人民革命青年团团歌（モンゴル版）
ǰDODɤučud−un Eblel−üQGDɤXX
青年同盟の歌
ǰDNLUDɤGDQGDUXODɤGDǰXLUHJVHQ
ǰDǰLODɤdan mö1ǰLJGHǰü iregsen
ǰDOLTDL feodal−un neyigem −dür 
ǰDGDUDQVDOXɤVDQDUDGRODQ
ǰDODɤus bügüdeger uqamsaraǰX
ǰangiddun bülgümleǰü bosulčiɤDG［bosulčaɤDG］
ǰDODɤus čuɤODUDɤVDQXODɤDQWXɤXQGRɤur−a 
ǰDVDQTXELOɤan−a ene neyigem −i 
Qada čiODɤu−yin ǰRULɤ−L\DU
4DWDɤu beki eble1 −ün dotur−a oruldulɤDEDU
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Qayirlaquy −a−yaɤun ene bey−e−i
Qalabči－yin emünHGREWROǰXšalamaɤDLODǰX
4DPWXQH\LWHEHUǰidkülčin
Qamtu neyiteber edelelčikü
4DPXɤaradčilaɤVDQVLQHQH\LJHP–L
4DPWXUXQED\ɤuluy −a ǰDODɤXVELGHQDU
（ボルジギン・フスレ  年「内モンゴルにおける革命歌の形成―内モンゴル人民革命党と内モ
ンゴル人民革命青年同盟の歌を中心に―」『学苑』（）SS－）

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Mongolian Literature and Arts as A Cultural Resource and Chinese 
Propaganda policy 
―A case study of the Inner Mongolia chorus' performing works―
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Summary： 
Recent years have witnessed studies on cultural resources become increasingly 
significant. In Japan, some anthropologists set cultural resources’ theory and practice 
as a topic and conducted relevant research as early as in 2007 when they were 
compiling the Resource Anthropology (Uchibori Motomitsu, Yamashita Shinji et al., 
2007). Meanwhile, with the globalization effect, Chinese scholars initiated their study 
about the development and management of cultural resources and other related issues 
including industrialization of which as well.  
Discussions in this thesis will be centered on the Inner Mongolia’s literature and 
arts. Why literature and arts can be regarded as usable resource? The thesis is going to 
discuss on this and further on development and extension of the cultural resources 
theory by employing a case study of the Inner Mongolia national artistic chorus’ works, 
including their performances. Moreover, this study will distinguish the differences and 
explore the relationship between artworks and cultural resources. On the other hand, it 
will also try to demonstrate the connection between Mongolian arts and publicizing 
policy of socialism in the People's Republic of China. 
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